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 〈
熊
本
か
ら
の
声
〉

　

 「
炊
き
出
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」に
よ
り

　

 

早
め
の
炊
き
出
し
が
可
能
に

こ
の
度
、「
熊
本
地
震
」発
生
当
初
か
ら
、
全
国

の
御
寺
院
様
、
全
国
曹
洞
宗
青
年
会（
以
下
、

全
曹
青
）会
員
諸
師
、
各
曹
洞
宗
青
年
会
様
に
は
、

多
く
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

2
度
に
わ
た
る
震
度
7
の
激
震
か
ら
3
ヶ
月
が
過

ぎ
た
今
も
、
未
だ
に
余
震
が
収
ま
ら
ず
、
多
く
の
方

が
た
が
避
難
所
や
車
中
泊
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
は
、
生
活
や
経
済
基
盤
の
立
て
直
し

等
、
復
旧
・
復
興
の
足
取
り
が
少
し
ず
つ
で
す
が
進

み
始
め
て
い
ま
す
。

　

地
震
発
生
以
来
、
熊
本
県
曹
洞
宗
青
年
会（
以

下
、
熊
曹
青
）は
、「
青
年
僧
侶
と
し
て
、
今
、
何
を

な
す
べ
き
か
」に
心
を
留
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
熊

曹
青
会
員
も
被
災
し
ま
し
た
が
、
初
動
で
は
、
速

い
ペ
ー
ス
で
支
援
活
動
を
続
け
、
会
員
に
無
理
を
か

け
ま
し
た
。
会
員
が
密
に
連
絡
を
取
り
合
い
、寺
院・

避
難
所
・
病
院
な
ど
に
不
足
す
る
支
援
物
資
の
搬

入
を
、
寸
断
さ
れ
た
道
路
を
縫
い
な
が
ら
も
行
い
ま

し
た
。
そ
の
他
の
活
動
は
、
被
災
寺
院
の
清
掃
、
瓦

礫
撤
去
、
解
体
、
避
難
所
で
の
炊
き
出
し
、
ま
た

行
茶
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
地
震
は
、
熊
本
県
民
に
と
っ
て「
ま
さ
か
」

の
地
震
で
あ
り
、
私
も
含
め
、
備
え
が
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
断
た
れ
る
と
、

直
ぐ
に
食
糧
・
水
不
足
と
い
う
事
態
に
な
り
ま
し

た
。
本
震（
４
月
16
日
）と
呼
ば
れ
る
2
度
目
の
地

震
後
、
当
山
の
駐
車
場
は
自
然
と
避
難
場
所
に
な

り
、
井
戸
水
が
あ
っ
た
為
、
飲
料
水
や
ト
イ
レ
が
使

用
で
き
、
約
70
台
の
車
が
車
中
泊
す
る
生
活
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
炊
き
出
し
が
出
来
れ
ば

と
思
い
ま
し
た
が
、
備
え
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
、
本
震
発
生
後
3
日
目
か
ら
炊
き
出
し
活

動
が
出
来
た
の
は
、全
曹
青
よ
り「
炊
き
出
し
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
届
け
て
い
た
だ
い
た
お
蔭
で
す
。
全
曹

青
の
安
逹
会
長
、
酒
井
副
会
長
の
迅
速
な
行
動
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
先
日
、
九
州
曹
洞
宗
青
年

会
理
事
会
で
、
各
県
が「
炊
き
出
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
１
台
ず
つ
備
え
て
は
ど
う
か
と
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
熊
曹
青
で
持
つ
予
定
で
す
。

　

こ
の
震
災
で
九
州
に
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
無
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
全
国
に
あ
っ
た
備
蓄
の
食
材

や
物
資
を
急
遽
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
有

難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
昔
、
売
店
と
し
て
使
っ
て

い
た
当
山
の
倉
庫
内
に
有
る
物
を
処
分
、
清
掃
し
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
変
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
支
援

活
動
の
準
備
が
整
い
、
人
や
物
の
出
入
り
が
激
し
く

な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
山
間
部
の
避
難
所
で
の
炊
き
出
し
で
、
代

表
の
方
よ
り「
こ
の
御
恩
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
」と
い

う
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
思
い
も
よ
ら
な
い
言

葉
に
、
謙
虚
に
信
念
を
持
っ
て
支
援
活
動
を
し
な
け

れ
ば
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
5
月
初
め
に
、
他
宗
派
寺
院
の
本
堂
解

体
作
業
に
熊
曹
青
で
入
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
解

体
作
業
中
、
檀
信
徒
の
女
性
の
方
が
、
寺
が
心
配

で
見
に
来
ら
れ
る
な
り
、
そ
の
場
で
泣
き
崩
れ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
寺
院
に
は
3
人
の
子
ど
も
が
お
り
、

い
つ
も
天
真
爛
漫
に
境
内
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
が
、

心
の
よ
り
所
と
教
え
ら
れ
て
い
た
本
堂
が
解
体
さ
れ

る
の
を
見
つ
め
る
表
情
が
暗
く
、
私
は
親
し
い
間
柄

に
も
関
わ
ら
ず
声
も
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
辛

い
作
業
で
し
た
。
こ
の
子
ど
も
達
や
檀
信
徒
の
方
が

た
の
た
め
に
も
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
ま
す
。

　

地
震
発
生
以
前
は
、
炊
き
出
し
の
経
験
も
な
か
っ

た
熊
曹
青
会
員
が
今
も
、
支
援
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
被
災
地
の
状
況
は
一
日
一
日
、
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
色
々
な
方
が
た
の
声
を
聞
き
、
自
分
達
の

目
で
見
て
、
今
何
が
必
要
な
の
か
を
考
え
な
が
ら
、

今
後
も
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
当
会
の
活
動
の
こ
と
で
精
一
杯
で
し
た
。
私
自
身

の
力
不
足
で
、
遠
方
よ
り
沢
山
の
ご
支
援
に
十
分
な

対
応
が
行
き
届
か
ず
失
礼
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

災
害
は
、
平
等
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
被
災
さ
れ

た
状
況
は
一
人
一
人
違
い
ま
す
。
そ
の
一
人
の
心
に

寄
り
添
え
る
青
年
会
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
／
熊
本
県
曹
洞
宗
青
年
会
会
長　

永
野
英
寿

 〈
大
分
か
ら
の
声
〉

　

 

情
報
収
集
や
活
動
状
況
の

　

 

取
り
ま
と
め
を
強
化

こ
の
度
の
熊
本
・
大
分
大
地
震
に
お
き
ま
し
て

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
が
た
に
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
全
国
よ
り
大
分
県
曹
洞
宗

青
年
会
に
対
し
多
く
の
ご
支
援
や
励
ま
し
の
お
言

葉
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

大
分
県
別
府
市
並
び
に
由
布
市
で
は
本
震
時
、

震
度
6
弱
を
記
録
し
、
多
く
の
建
物
や
道
路
が
被

害
を
受
け
る
な
ど
、
地
震
発
生
直
後
は
町
全
体
が

混
乱
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
大
分
県
曹
洞
宗
青
年
会
で
は
災
害
対
応
の

青
年
僧
侶
と
し
て
、
今
、
何
を
な
す
べ
き
か

特
集

熊
本
地
震
の
今
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拠
点
を
開
設
し
、
情
報
収
集
や
会
員
の
活
動
状
況
の

取
り
ま
と
め
を
行
い
、「
今
我
々
に
で
き
る
こ
と
」を
考

え
な
が
ら
様
々
な
活
動
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

湯
布
院
の
避
難
所
で
は
、
行
茶
活
動
を
行
い
な

が
ら
避
難
者
の
方
が
今
一
番
必
要
な
も
の
な
ど
を
聞

い
て
廻
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
九
州
各
県

の
青
年
会
諸
師
と
と
も
に
熊
本
市
内
の
避
難
所
を

廻
っ
て
炊
き
出
し
活
動
を
行
う
な
ど
、
現
在
も
力

を
結
集
し
て
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
大
分
県
内
で
は
余
震
も
収
ま
り
、
避
難

所
も
閉
鎖
さ
れ
、
損
傷
し
た
建
物
や
道
路
の
復
旧
・

復
興
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
激
震
を
経

験
さ
れ
た
方
の
中
に
は
、
今
後
の
余
震
が
心
配
で
な

か
な
か
熟
睡
で
き
な
い
、
夜
に
な
る
と
動
悸
が
す
る

な
ど
と
、
心
身
の
不
調
を
抱
え
ら
れ
て
い
る
方
も
多

い
と
お
聞
き
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
震
で
傷
つ
い
た
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
、
我
々
に
託
さ

れ
た
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
大
分
県

曹
洞
宗
青
年
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
被
災
さ
れ
た

方
の
こ
こ
ろ
に
寄
り
添
い
、
本
来
の
安
心
を
取
り
戻

せ
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様
か
ら
の
ご
支
援

を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

文
／
大
分
県
曹
洞
宗
青
年
会
会
長　

楠　

正
寛

 〈
九
州
か
ら
の
声
〉

　

 「
お
茶
会
」傾
聴
活
動
と

　

 

お
子
様
向
け
炊
き
出
し
を
実
施

地
震
発
生
当
初
か
ら
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
の

安
逹
会
長
、
酒
井
副
会
長
が
炊
き
出
し
道

具
を
持
参
し
、
大
人
7
人
に
つ
き
オ
ニ
ギ
リ
１
つ
の

配
給
の
状
況
の
中
で
い
ち
早
く
被
災
地
に
訪
れ
、
炊

き
出
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
初
２
５
０
人

分
か
ら
始
め
た
活
動
は
徐
々
に
口
コ
ミ
で
広
が
り
、

最
終
的
に
は
７
５
０
人
分
の
食
事
の
提
供
と
な
り
、

地
元
の
方
に
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

九
州
は
比
較
的
地
震
が
少
な
く
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
も
炊
き
出
し
の
道
具
類
も
持
っ
て
い
な
い
状
況
で

あ
り
ま
し
た
の
で
、
持
参
い
た
だ
い
た
道
具
を
引
き

継
ぎ
、
引
き
続
き
炊
き
出
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
現
在
、
熊
本
市
内
は
随
分
と
落
ち
着

い
て
き
た
も
の
の
、
郊
外
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
復

旧
が
進
ま
な
い
地
域
も
あ
り
炊
き
出
し
支
援
を
継

続
し
て
い
く
予
定
で
す
。
同
時
に
避
難
所
で
は「
お

茶
会
」傾
聴
活
動
も
始
め
ま
し
た
。
更
に
は
業
務
用

か
き
氷
機
を
購
入
し
、
お
子
様
向
け
の
炊
き
出
し

と
傾
聴
も
ま
た
始
め
て
お
り
ま
す
。

　

熊
曹
青
の
代
理
と
し
て
九
州
曹
洞
宗
青
年
会
が

義
捐
金
の
窓
口
事
務
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
先
日

の
役
員
会
を
以
て
代
理
窓
口
業
務
を
終
了
い
た
し

ま
し
た
。
熊
曹
青
の
提
案
に
よ
り
、
熊
本
へ
集
ま
っ

た
義
捐
金
は
九
州
各
県
曹
青
会
の
炊
き
出
し
道
具

の
装
備
の
充
実
を
図
る
た
め
九
州
曹
青
会
へ
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
の
熊
本
へ
の
復
興
支
援
と
危
惧
さ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
装
備
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　
「
九
州
は
ひ
と
つ
！
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
九

州
曹
洞
宗
青
年
会
は
ま
す
ま
す
結
束
し
、
復
興
支

援
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

文
／
九
州
曹
洞
宗
青
年
会
会
長　

須
川
憲
司

九州曹洞宗青年会の炊き出し御船町カルチャーセンターでの炊き出し
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以
下
に
記
載
す
る
活
動
報
告
は
、
全
国
曹
洞
宗

青
年
会
災
害
復
興
支
援
部
に
報
告
が
あ
っ
た
５
月

末
日
ま
で
の
支
援
活
動
報
告
で
す
。
こ
の
他
に
も

５
月
18
日
の
南
阿
蘇
村
で
の
炊
き
出
し
（
熊
本
県

曹
洞
宗
青
年
会
）
を
は
じ
め
、
青
年
会
・
個
人
を

問
わ
ず
多
く
の
青
年
僧
侶
が
被
災
地
に
入
り
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、６
月
も
炊
き
出
し
・

行
茶
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
４
月
14
日
】

　

21
時
26
分
36
秒　

前
震
発
生

　

Ｍ
６
．５　

最
大
震
度
７（
益
城
町
）

【
４
月
16
日
】

　

１
時
25
分
５
秒　

本
震
発
生

　

Ｍ
７
．３　

最
大
震
度
７

　
（
益
城
町
、
西
原
村
）

【
４
月
18
日
】

・
寺
院
清
掃
・
支
援
物
資
搬
入（
熊
本
市
）

・
小
学
校
・
病
院
へ
支
援
物
資
搬
入（
熊
本
市
）

　

熊
本
曹
青
23
人　

長
崎
曹
青
１
人

【
４
月
19
日
】

・
炊
き
出
し（
熊
本
市
）

　

熊
本
曹
青
５
人　

全
曹
青
２
人

【
４
月
20
日
】

・
炊
き
出
し（
熊
本
市
）

・
寺
院
清
掃（
苓
北
町
）

・
公
民
館
・
民
家
清
掃（
城
南
町
）

　

熊
本
曹
青
11
人　

長
崎
曹
青
１
人

　

大
分
曹
青
３
人　

鹿
児
島
曹
青
３
人

　

全
曹
青
２
人　

・
炊
き
出
し（
熊
本
市
）

　

大
分
曹
青
２
人

　

熊
本
曹
青
、
そ
の
他
青
年
会
員
12
人
程
度 

【
４
月
21
日
】

・
炊
き
出
し（
熊
本
市
）

・
寺
院
清
掃（
苓
北
町
）

　

熊
本
曹
青
11
人　

福
岡
曹
青
２
人

　

佐
賀
曹
青
３
人　

鹿
児
島
曹
青
２
人

・
炊
き
出
し（
熊
本
市
）

　

大
分
曹
青
２
人

　

熊
本
曹
青
、
そ
の
他
青
年
会
員
12
人
程
度

【
４
月
22
日
】

・
炊
き
出
し（
熊
本
市
）

　

熊
本
曹
青
13
人　

福
岡
曹
青
１
人

　

佐
賀
曹
青
２
人　

岐
阜
曹
青
１
人

【
４
月
23
日
】

・
炊
き
出
し（
熊
本
市
）

・
寺
院
清
掃（
熊
本
市
）

　

熊
本
曹
青
12
人　

福
島
曹
青
１
人

　

千
葉
曹
青
１
人　

岐
阜
曹
青
３
人

　

鳥
取
曹
青
３
人　

大
分
曹
青
２
人

　

長
崎
曹
青
１
人

・
寺
院
瓦
礫
撤
去（
大
分
県
由
布
市
）

・
小
学
校
へ
支
援
物
資
搬
入（
大
分
県
由
布
市
）

　

大
分
曹
青
３
人

【
４
月
25
日
】

・
炊
き
出
し（
熊
本
市
）

　

熊
本
曹
青
12
人　

福
島
曹
青
１
人

　

千
葉
曹
青
１
人　

岐
阜
曹
青
３
人

　

鳥
取
曹
青
３
人　

大
分
曹
青
２
人

　

長
崎
曹
青
１
人　

　

石
川
曹
青
、
千
葉
曹
青
、
山
形
曹
青

【
４
月
26
日
】

・
炊
き
出
し（
熊
本
市
）

　

熊
本
曹
青
14
人　

京
都
曹
青
10
人　

・
寺
院
清
掃（
熊
本
市
内
）

　

大
分
曹
青
２
人

　

そ
の
他
青
年
会
員
10
人
程
度

【
４
月
27
日
】

・
炊
き
出
し（
西
原
村
）

　

熊
本
曹
青
３
人

【
４
月
28
日
】

・
ボ
ラ
セ
ン
運
営
サ
ポ
ー
ト（
益
城
町
）

平
成
28
年
熊
本
地
震

支
援
活
動
報
告

炊き出しに並ぶ地元の方がた野菜の切り込み
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・
寺
院
清
掃（
熊
本
市
）

・
炊
き
出
し（
熊
本
市
）

　

石
見
曹
青
１
人　

鹿
児
島
曹
青
１
人

　

熊
本
曹
青
14
人　

大
分
曹
青
２
人

　

福
岡
曹
青
１
人　

全
曹
青
１
人

【
４
月
29
日
】

・
ボ
ラ
セ
ン
運
営
サ
ポ
ー
ト（
益
城
町
）

・
炊
き
出
し（
熊
本
市
）

　

熊
本
曹
青
８
人　

大
分
曹
青
２
人

　

四
国
曹
青
３
人

【
４
月
30
日
】

・
行
茶
傾
聴（
大
分
県
別
府
市
・
由
布
市
）

　

大
分
曹
青
２
人

【
５
月
３
日
】

・
行
茶
傾
聴（
大
分
県
由
布
市
）

　

大
分
曹
青
７
人

【
５
月
６
日
】

・
炊
き
出
し（
御
船
町
、
熊
本
市
）

　

熊
本
曹
青
１
人　

鹿
児
島
曹
青
１
人

　

兵
庫
第
二
曹
青
４
人　

全
曹
青
２
人

・
行
茶
傾
聴（
大
分
県
由
布
市
）

　

大
分
曹
青
４
人

【
５
月
10
日
】

・
行
茶
傾
聴（
大
分
県
由
布
市
）

　

大
分
曹
青
７
人

・
炊
き
出
し（
御
船
町
）

　

鳥
取
曹
青
１
人

　

岡
山
曹
青
２
人　

い
ず
も
曹
青
６
人

【
５
月
11
日
】

・
ボ
ラ
セ
ン
運
営
サ
ポ
ー
ト
、
傾
聴（
益
城
町
）

　

い
ず
も
曹
青
７
人

【
５
月
12
日
】

・
ボ
ラ
セ
ン
運
営
サ
ポ
ー
ト
、
傾
聴（
益
城
町
）

　

い
ず
も
曹
青
６
人

【
５
月
13
日
】

・
炊
き
出
し（
御
船
町
）

　

熊
本
曹
青
６
人　

福
岡
曹
青
５
人

　

佐
賀
曹
青
９
人　

宮
崎
曹
青
３
人

　

長
崎
曹
青
７
人

・
行
茶
傾
聴（
大
分
県
由
布
市
）

　

大
分
曹
青
５
人

【
５
月
18
日
】

・
炊
き
出
し（
南
阿
蘇
村
）

　

熊
本
曹
青
他
11
人

【
５
月
20
日
】

・
炊
き
出
し（
御
船
町
）

　

熊
本
曹
青
５
人　

福
岡
曹
青
７
人

　

佐
賀
曹
青
５
人　

宮
崎
曹
青
３
人

　

長
崎
曹
青
５
人　

鹿
児
島
曹
青
２
人

　

大
分
曹
青
３
人

【
５
月
26
日
】

・
炊
き
出
し（
御
船
町
）

　

熊
本
曹
青
10
人　

福
岡
曹
青
３
人

　

佐
賀
曹
青
５
人　

鹿
児
島
曹
青
２
人

　

大
分
曹
青
３
人

 　

６
月
一
杯
で
、
熊
本
県
曹
洞
宗
青
年
会
と
し
て

の
炊
き
出
し
活
動
は
、
一
旦
お
休
み
と
な
り
ま
し

た
。
被
災
寺
院
の
修
繕
や
片
付
け
の
対
応
を
継
続

し
な
が
ら
、
７
月
・
８
月
の
お
盆
の
時
期
を
経
て
、

行
茶
傾
聴
を
メ
イ
ン
に
活
動
さ
れ
る
予
定
で
す
。

手を合わせ、待つ応援メッセージが書かれたネパール国旗とともに

温かい、出来立ての中華丼を提供 アルファ米を盛り付け
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東
日
本
大
震
災
以
降
、
大
き
な
自
然
災
害
に

備
え
全
国
５
ヵ
所
に
整
備
さ
れ
た
寺
院
防

災
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
。
寺
院
が
避
難
所
に
な
っ
た

場
合
、
ま
た
近
隣
地
域
の
住
民
の
為
の
備
え
で
あ

る
と
と
も
に
、
こ
の
度
の
平
成
28
年
熊
本
地
震
で

は
、
遠
隔
地
で
自
然
災
害
が
発
生
し
た
際
の
初
期

救
援
活
動
に
寄
与
い
た
し
ま
し
た
。

　

全
国
曹
洞
宗
青
年
会
の
安
逹
会
長
・
酒
井
副

会
長
が
長
野
県
長
谷
寺
様
の
炊
き
出
し
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
ア
ル
フ
ァ
米
を
含
む
非
常
食
を
持
参
し

て
陸
路
熊
本
市
内
に
入
り
、
熊
本
県
曹
洞
宗
青
年

会
様
・
九
州
曹
洞
宗
青
年
会
様
と
協
働
で
熊
本

市
内
で
の
炊
き
出
し
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま

た
、
三
重
県
熊
野
市
の
鬼
頭
宝
徳
師
に
は
、
三
重

県
と
静
岡
県
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
か
ら
炊
き
出
し

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
輸
送
い
た
だ
き
、
福
島
県

の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
か
ら
は
非
常
食
が
輸
送
さ
れ

ま
し
た
。
岩
手
県
の
石
ケ
森
桂
山
師
か
ら
は
、
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
非
常
食
と
と
も
に
地
元
社
会
福

祉
法
人
の
非
常
食
も
併
せ
て
お
送
り
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

運
び
込
ま
れ
た
炊
き
出
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
発

電
機
・
非
常
食
な
ど
は
、
協
議
の
結
果
、
熊
本
県

曹
洞
宗
青
年
会
様
と
九
州
曹
洞
宗
青
年
会
様
で
継

続
し
て
利
用
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
６
月
末
ま

で
行
わ
れ
た
炊
き
出
し
で
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
調
理
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
場
所
で
の
炊
き
出

し
に
は
、
現
地
で
組
み
立
て
ら
れ
、
風
除
け
に
よ

り
屋
外
で
の
調
理
も
容
易
な
炊
き
出
し
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
水
か
お
湯
を
使
う
こ
と
で
１
箱
お
よ
そ

50
食
分
の
ご
飯
が
15
分
で
出
来
上
が
る
ア
ル
フ
ァ

米
な
ど
は
、
調
理
時
間
の
短
縮
・
手
順
の
簡
略
化
、

輸
送
の
負
担
軽
減
に
も
寄
与
い
た
し
ま
し
た
。

　

寺
院
防
災
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
、
ま
た
こ
れ
に
準

ず
る
備
え
は
、
宗
務
所
様
単
位
な
ど
で
整
備
さ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
自
然
災
害
へ
の
備
え
は

一
歩
一
歩
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

現
在
全
国
５
ヵ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
は
東
日
本
（
岩
手
、
福
島
、
長
野
、
静
岡
、

三
重
）
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
そ
の
為
、
今
回
の

熊
本
地
震
に
お
い
て
は
長
距
離
輸
送
が
必
要
と
な

り
、
非
常
食
や
炊
き
出
し
器
材
を
現
地
に
送
る

の
に
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
該

青
年
会
会
長
の
下
に
大
量
の
支
援
物
資
が
届
い
た

こ
と
も
、
一
寺
院
の
許
容
範
囲
を
超
え
た
物
量
に

な
っ
て
し
ま
い
、
ま
た
当
該
地
域
の
寺
院
自
体
も

被
災
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
改
善
す
べ

き
点
と
考
え
ま
す
。

　

一
定
の
範
囲
内
で
自
然
災
害
に
備
え
る
機
能
を

そ
れ
ぞ
れ
が
備
え
て
お
く
こ
と
、
宗
務
所
・
青
年

会
・
教
区
な
ど
を
基
本
と
し
て
非
常
時
の
連
絡
体

制
を
想
定
し
て
お
く
こ
と
、
ま
た
、
被
災
さ
れ
た

地
域
と
支
援
さ
れ
る
地
域
を
繋
ぐ
連
絡
・
調
整
機

能
が
素
早
く
構
築
さ
れ
る
こ
と
。
課
題
は
山
積
し

て
お
り
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
整
備
し
て
い
く
こ
と

が
、
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
毎
年
の
よ
う
に
発
生

す
る
大
規
模
な
自
然
災
害
（
地
震
、
台
風
や
ゲ
リ

ラ
豪
雨
な
ど
の
水
害
、
火
山
噴
火
、
大
雪
な
ど
）

の
被
害
を
軽
減
し
、
被
災
さ
れ
た
方
に
寄
り
添
え

る
備
え
と
な
り
ま
す
。
災
害
復
興
支
援
部
と
し
て

も
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

文
／
災
害
復
興
支
援
部
事
務
局
長　

城
市
泰
紀

寺院防災ストックヤード
初期救援活動に寄与

炊き出しで使用されるアルファ米炊き出しに使用された器材セット

各地のストックヤードから搬入された炊き出し器材、
非常用食料・水、発電機
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改
め
て
、
こ
の
度
の
災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ

ま
し
た
方
が
た
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
ご
自
坊
、
各
寺
院
檀
信
徒

の
皆
様
、
身
近
な
方
が
被
災
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
支
援
活
動
に
従
事
さ
れ
て
い
る
地
元

青
年
会
の
皆
様
に
は
謹
ん
で
敬
意
を
表
し
ま
す
。

そ
し
て
、
全
国
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
へ
の

ご
協
力
、
救
援
物
資
や
支
援
活
動
に
ご
助
力
た
ま

わ
り
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

全
曹
青
で
は
、
こ
れ
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
か
ら
災
害
復
興
支
援
部
へ
と

発
展
し
、
平
成
17
年
能
登
半
島
沖
地
震
か
ら
は
じ

ま
っ
た
行
茶
活
動
、
平
成
23
年
東
日
本
大
震
災
で

は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
、
後
方
支
援
体
制
の
構

築
に
力
を
注
い
で
参
り
ま
し
た
。
こ
の
歴
史
の
な

か
で
私
た
ち
の
支
援
活
動
は
、
被
災
地
域
周
辺
の

各
青
年
会
と
協
力
し
合
い
、
生
活
基
盤
の
回
復
、

安
心
へ
の
環
境
作
り
、
復
旧
、
復
興
に
向
け
た「
被

災
者
」「
被
災
地
」「
被
災
地
で
復
興
支
援
活
動
に
あ

た
る
人
」へ
の
中
継
支
援
、
後
方
支
援
活
動
を
主
た

る
活
動
と
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
に
私
た
ち
青
年
僧
侶
に
は
、
な
に

が
で
き
る
の
か
。
瓦
礫
の
片
付
け
や
行
茶
な
ど
の

活
動
と
と
も
に
、
炊
き
出
し
を
得
意
と
す
る
青
年

会
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
僧
堂
や
緑
蔭
禅
の

集
い
な
ど
に
お
い
て
典
座
寮
を
経
験
さ
れ
た
方
が

全
国
に
お
ら
れ
、
一
度
に
沢
山
の
食
事
を
提
供
で

き
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
お
持
ち
で
あ
る
か
ら
だ
と
考
え

ま
す
。
他
宗
派
の
修
行
道
場
で
は
修
行
僧
が
食
事

を
作
る
機
会
は
少
な
い
よ
う
で
、
先
日
開
催
さ
れ

た
全
日
本
仏
教
青
年
会
の
熊
本
地
震
に
つ
い
て
の

情
報
交
換
会
で
は
、
多
く
の
質
問
か
ら
各
宗
派
の

導
入
に
向
け
た
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
を
機
に
進
め
て
お
り
ま
し
た
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
事
業
は
、こ
の
度
の
災
害
に
お
い
て
、

炊
き
出
し
活
動
の
力
を
大
き
く
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
国
５
ヵ
所
の
協
力
寺

院
に
お
寺
を
中
心
と
し
た
防
災
拠
点
を
目
指
し
、

約
１
０
０
人
が
行
政
の
支
援
が
来
る
お
お
よ
そ
の

目
安
で
あ
る
72
時
間
が
生
活
で
き
る
よ
う
備
蓄
す

る
も
の
で
す
。
地
域
の
中
心
と
し
て
の
寺
院
の
あ

り
方
を
見
つ
め
直
し
、
防
災
を
通
し
た
地
域
と
の

繋
が
り
を
考
え
る
趣
旨
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
今
回

の
災
害
で
は
、
こ
の
備
蓄
機
材
を
即
時
に
現
地
へ

運
び
、
初
期
段
階
で
ニ
ー
ズ
が
多
い
炊
き
出
し
に

活
か
す
こ
と
が
で
き
、
現
地
で
活
動
さ
れ
る
青
年

会
の
後
方
支
援
に
大
き
く
役
立
っ
た
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
災
害
と
い
う
非
日
常
の
な
か
で
、
一
時

の
日
常
を
共
有
で
き
る
行
茶
や
炊
き
出
し
活
動
は
、

共
に
生
き
る
と
い
う
関
係
を
深
め
る
時
間
が
提
供

で
き
る
僧
侶
と
し
て
の
重
要
な
支
援
の
ひ
と
つ
と

考
え
ま
す
。
今
後
も
こ
の
事
業
の
周
知
に
務
め
、

各
青
年
会
や
宗
門
ご
寺
院
様
と
の
協
働
し
た
支
援

活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
力
に
変
え
、
災

害
時
に
私
た
ち
青
年
僧
侶
が
で
き
る
こ
と
は
な
に

か
を
考
え
、
被
災
地
に
寄
り
添
う
活
動
に
つ
い
て

考
え
て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
支
援
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

文
／
会
長　

安
逹
瑞
樹

寺
院
防
災
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

※
以
下
は
共
通
備
品
、
こ
の
ほ
か
に
も
各
自
で
設
置
備
品

あ
り
。
発
電
機
以
外
は
、
約
55
万
円
程
度
で
設
置
可
能
。

１
炊
き
出
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
寸
胴
、
お
釜
、
五

徳
2
器
、
風
よ
け
、
台
の
セ
ッ
ト
）

２
発
電
機（
一
戸
建
て
住
宅
一
軒
が
ま
か
な
え
る

程
度
の
出
力
）

３
食
料  

ア
ル
フ
ァ
米
６
０
０
食（
熱
湯
を
注
ぎ
15

分
で
炊
き
あ
が
る
、配
食
容
器
、器
物
の
セ
ッ
ト
）

備
蓄
用
缶
詰
６
０
０
食　

保
存
水
６
０
０
本

４
生
活
用
品　

簡
易
ト
イ
レ
9
箱　

タ
オ
ル
な
ど

●
現
在
、
全
曹
青
が
設
置
し
て
い
る
寺
院

　

岩
手
県
山
田
町　

龍
泉
寺
様

　

福
島
県
伊
達
市　

成
林
寺
様

　

長
野
県
上
田
市　

長
谷
寺
様

　

静
岡
県
裾
野
市　

光
明
寺
様

　

三
重
県
熊
野
市　

光
明
寺
様

現地ボランティアの皆さんとともに

宗派のノウハウを
生かした被災地支援で
ひとときの日常と
共生の思いを提供

全
曹
青
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
憲
章

　

菩
薩
行
を
実
践
す
る
私
た
ち
青
年
僧
侶
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、

世
の
中
の
苦
し
み
や
悲
し
み
と
向
き
合
い
、

寄
り
添
い
、
地
域
や
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
克
服
の
た
め
に
意
識
を
共
有
し
、
叡
智
を

結
集
し
て
平
和
で
心
豊
か
な
社
会
の
実
現
を

願
っ
て
以
下
の
よ
う
に
努
力
す
る

１
私
た
ち
は
仏
教
徒
と
し
て
の
自
覚
と
責

任
を
保
ち
、
自
己
の
研
鑽
に
務
め
、
と

も
に
学
び
合
う
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

（
学
び
合
う
）

２
私
た
ち
は
地
域
の
人
々
と
の
連
携
を
深

め
、
共
助
の
心
を
育
む
活
動
を
目
指
し

ま
す
。（
助
け
合
う
）

３
私
た
ち
は
宗
教
、
人
種
、
性
差
、
環
境

あ
ら
ゆ
る
相
違
を
乗
り
越
え
、
お
互
い

を
理
解
し
合
い
尊
重
す
る
活
動
を
目
指

し
ま
す
。（
理
解
し
合
う
）

４
私
た
ち
は
一
人
一
人
の
尊
い
”い
の
ち
”の

た
め
に
、
お
互
い
支
え
合
う
社
会
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。（
支
え
合
う
）
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平
成
28
年
７
月
３
日
か
ら
４
日
の
日
程
で「
曹
洞

宗
兵
庫
県
第
２
宗
務
所
青
年
会
20
周
年
記
念　

併

修　

全
国
曹
洞
宗
青
年
会　

禅
文
化
学
林
」
が
開

催
さ
れ
、
７
月
３
日
午
後
２
時
か
ら
、
出
石
皿
そ

ば
で
有
名
な
兵
庫
県
豊
岡
市
出
石
町
に
あ
る
近
畿

地
方
最
古
の
芝
居
小
屋
・
永
楽
館
で
、
曹
洞
宗
兵

庫
県
第
２
宗
務
所
青
年
会（
以
下
、
兵
二
曹
青
）20

周
年
記
念
舞
台
「
焼
け
跡
か
ら
」の
上
演
が
あ
り
ま

し
た
。
当
日
は
大
変
蒸
し
暑
く
、
時
折
激
し
く
雨

が
降
る
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
一
般
の
方
が
た

に
も
大
勢
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

劇
団
・
希
望
舞
台
に
よ
る「
焼
け
跡
か
ら
」
を
鑑

賞
し
、
私
は
何
度
も
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
演
劇
は
、
藤
本
幸
邦
老
師（
※
）と
戦
争
孤
児

た
ち
が
出
逢
い
、
時
代
と
共
に
も
が
き
な
が
ら
当

時
を
生
き
抜
く
感
動
の
物
語
で
あ
り
ま
す
。
戦
争

で
両
親
を
失
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
の
日
の
食

べ
る
も
の
を
何
と
か
し
て
手
に
入
れ
よ
う
と
必
死

に
生
き
抜
く
姿
。
空
襲
で
両
親
、
ま
た
は
我
が
子

を
亡
く
し
た
人
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
葛
藤
す
る
姿
。

戦
争
は
終
わ
っ
て
も
、
身
内
も
な
く
一
人
生
き
る

た
め
に
も
が
き
苦
し
む
姿
に
、
自
然
と
涙
が
あ
ふ

れ
て
き
ま
し
た
。
会
場
か
ら
も
時
折
、
す
す
り
泣

く
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
家
族
が
い
る
こ
と

や
食
べ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
、
決
し
て
当
た
り

前
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
戦
争
は
絶
対

し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
る
演

劇
で
し
た
。

支
え
合
う
～
希
望
舞
台
「
焼
け
跡
か
ら
」

を
通
じ
て
災
害
復
興
支
援
を
考
え
る

加盟
団体

『

』

曹
洞
宗
兵
庫
県
第
２
宗
務
所
青
年
会
20
周
年
記
念

併
修　

全
国
曹
洞
宗
青
年
会　

禅
文
化
学
林



9

　

上
演
後
は
、
城
崎
温
泉
の
西
村
屋
ホ
テ
ル
招
月

庭
に
移
動
し
て
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
４
日
午
前
９
時
か
ら
、
前
日
に
続
き
西
村

屋
ホ
テ
ル
招
月
庭
で
、
仏
祖
諷
経
を
兵
二
曹
青
第

10
代
会
長
河
合
正
志
師
の
導
師
で
お
勤
め
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
全
国
曹
洞
宗
青
年
会（
以
下
、

全
曹
青
）
会
長
安
逹
瑞
樹
師
の
導
師
で
、
日
本
全

国
で
起
こ
っ
て
い
る
天
災
に
よ
っ
て
犠
牲
に
な
ら

れ
た
方
が
た
の
慰
霊
法
要
を
お
勤
め
し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
35
分
か
ら
は
、
研
修
会
第
１
部
「
兵

二
曹
青
歴
代
会
長
の
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
平
成
７
年
に
起
こ
っ
た
阪
神
淡
路
大

震
災
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
き
っ
か
け
に
発

足
し
た
兵
二
曹
青
。
最
初
に
初
代
会
長
平
岩
浩
文

老
師
か
ら
は
、
創
立
時
の
苦
労
話
や
兵
二
曹
青
が

主
体
に
な
っ
て
続
い
て
い
る
阪
神
淡
路
大
震
災
の

慰
霊
法
要
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後

歴
代
会
長
か
ら
、
各
期
の
印
象
に
残
っ
て
い
る
出

来
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
熱
い
思
い

な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
平
岩
老
師
よ
り
、

続
け
る
こ
と
、
受
け
継
ぐ
こ
と
を
忘
れ
る
な
、
そ

し
て
人
と
人
と
の
間
に
垣
根
を
作
ら
ず
つ
な
が
り

を
今
一
度
大
切
に
す
る
よ
う
に
と
青
年
会
員
に
対

し
叱
咤
激
励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
45
分
か
ら
は
、
研
修
会
第
２
部
「
青

年
会
と
し
て　

災
害
発
生
時
の
対
応
」
と
題
し
、

曹
洞
宗
復
興
支
援
室
分
室
主
事
／
全
曹
青
災
害
復

興
支
援
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
久
間
泰
弘
師
の

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
分
室
の
活
動
内
容
と
し

て
、
特
に
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
つ
い
て
、
画
像
を

投
影
し
な
が
ら
念
入
り
に
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
種
類
や
ど
の
よ
う
な
も
の
を

備
蓄
し
て
お
く
と
良
い
の
か
、
備
品
の
管
理
や
定

期
的
な
更
新
、
そ
し
て
備
品
が
地
域
の
為
の
も
の

で
あ
る
こ
と
を
広
く
共
有
す
る
為
に
も
、
平
時
か

ら
活
用
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
お
話
し
さ
れ

ま
し
た
。
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
設
置
の
効
果
と
し
て
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
な
い
目
に
見
え
る
形
と
し
て
防

災
意
識
が
高
ま
る
点
や
、
寺
院
が
地
域
の
命
と
暮

ら
し
を
つ
な
ぐ
場
所
に
な
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
重
要
性
が
よ
り
伝
わ
り
、
社
会
資
源
と
し

て
の
寺
院
で
あ
る
と
い
う
公
益
性
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
自
分
が
ど

こ
に
い
て
何
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
ま

ず
は
話
し
合
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
の
現
状
と
ア

プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、「
サ
イ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ァ
ー

ス
ト
エ
イ
ド 

（Psychological First A
id

、
以
下

Ｐ
Ｆ
Ａ
）」
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
と
は
、

心
理
的
応
急
処
置
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
極
め

て
ス
ト
レ
ス
の
強
い
出
来
事
を
体
験
し
た
人
た
ち

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
か
け
、
ど
の
よ

う
な
行
動
を
と
れ
ば
も
っ
と
も
支
え
と
な
る
の
か

を
考
え
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
同
時
に
、

ど
の
よ
う
な
言
葉
や
行
動
が
他
の
人
び
と
を
不
要

に
傷
つ
け
な
い
の
か
に
つ
い
て
も
書
い
て
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
ス
キ
ル
は
、
災
害
時
に
お
い
て
心

の
支
援
の
専
門
家
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
般
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
の
心
に
は
、
地
震
な
ど
の
大
き
な
力
で
日

常
が
壊
さ
れ
た
経
験
は
、
私
た
ち
大
人
の
心
よ
り

も
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
ず
は

何
よ
り
も
、
そ
ば
に
い
て
寄
り
添
う
こ
と
の
重
要

さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
２
つ
の「
安
」
を
話

さ
れ
ま
し
た
。
１
つ
目
は「
安
全
」、
こ
れ
は
命
を

支
え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
そ
し
て
２
つ
目
は「
安

心
」、
こ
れ
は
心
を
支
え
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
す
。
シ
ス
テ
ム
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
作
る「
安
」、

今
後
の
復
興
支
援
活
動
、
並
び
に
各
種
災
害
へ
の

対
応
で
大
切
な
点
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

地
震
や
風
水
害
な
ど
、
近
年
災
害
と
隣
り
合
わ

せ
の
私
た
ち
で
す
。
な
ぜ
、
僧
侶
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
向
か
う
の
か
、
僧
侶
と
は
何
者
な
の
か
、
し
っ

か
り
話
し
合
い
、
僧
侶
と
し
て
何
を
す
べ
き
な
の

か
考
え
な
が
ら
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

文
／
広
報
副
委
員
長　

西
古
孝
志

※
藤
本
幸
邦
老
師
・
・
・
長
野
県
長
野
市
円
福
寺
住
職
、

曹
洞
宗
大
本
山
布
教
師
な
ど
を
歴
任
。
第
二
次
世
界
大

戦
終
戦
後
の
戦
災
孤
児
救
済
活
動
に
尽
力
、「
円
福
寺

愛
育
園
」
を
設
立
し
子
ど
も
た
ち
を
育
成
し
た
。
ま
た

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
学
校
寄
付
な
ど
、
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
支
援
活
動
に
尽
力
し
た
。
平
成
21
年
寂（
世
寿

１
０
０
）。

加盟団体
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平
成
28
年
6
月
7
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

長
崎（
長
崎
市
）で
第
46
回
九
州
曹
洞
宗
青

年
会
総
会
長
崎
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
震
災
を
受
け
て
当
初「
延
期
す
べ
き
」
と

の
声
も
有
り
ま
し
た
が
、
九
州
曹
洞
宗
青
年
会
須

川
会
長
の「
大
変
な
時
だ
か
ら
こ
そ
集
ま
っ
て
皆
で

意
見
を
出
し
合
い
ま
し
ょ
う
」と
い
う
呼
掛
け
に
各

県
か
ら
賛
同
を
い
た
だ
き
、
当
日
は
70
人
を
超
え

る
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
よ
り
安
逹
会

長
、
原
事
務
局
長
も
出
席
さ
れ
、
福
地
春
雄
師（
佐

賀
県
曹
洞
宗
青
年
会
）
を
議
長
に
選
出
し
議
事
進

行
が
な
さ
れ
、
以
下
の
議
案
が
提
案
さ
れ
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案　

平
成
27
年
度
事
業
報
告

第
二
号
議
案　

平
成
27
年
度
会
計
報
告

第
三
号
議
案　

会
計
監
査
報
告

第
四
号
議
案　

平
成
28
年
度
事
業
計
画（
案
）

第
五
号
議
案　

平
成
28
年
度
予
算（
案
）

第
六
号
議
案　

そ
の
他

　

全
て
の
議
案
承
認
の
後
、
熊
本
県
曹
洞
宗
青
年

会
の
永
野
会
長
、
大
分
県
曹
洞
宗
青
年
会
の
楠
会

長
か
ら
今
回
の
震
災
に
お
け
る
各
県
の
被
害
状
況

と
避
難
所
の
様
子
、
炊
き
出
し
や
行
茶
等
の
活
動

報
告
が
あ
り
、
会
員
一
同
が
改
め
て
被
災
地
の
復

興
に
尽
力
す
る
こ
と
を
心
に
誓
い
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
山
梨
県
自
性
院
住
職
、
土
井
義

尚
師
か
ら「
若
年
僧
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
社
会
で
の

働
き
か
け
」と
い
う
演
題
の
も
と
、「
こ
れ
か
ら
の
寺

院
・
僧
侶
の
在
り
方
」に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
自
身
の
陸
上
自
衛
官
と
し
て
の
ご

経
験
談
や
永
平
寺
安
居
当
時
の
お
話
、「
日
本
地
雷

処
理
を
支
援
す
る
会
」初
代
理
事
長
と
し
て
カ
ン
ボ

ジ
ア
・
ラ
オ
ス
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ア
ン
ゴ
ラ
で

の
地
雷
撤
去
作
業
に
従
事
さ
れ
た
ご
経
験
を
踏
ま

え
、
私
た
ち
が
投
げ
か
け
る
質
問
に
丁
寧
に
お
答

え
い
た
だ
き
な
が
ら
お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。

　

総
会
・
講
演
会
の
後
、
同
ホ
テ
ル
で
理
事
会
が

開
か
れ
、各
県
に
1
台
ず
つ「
炊
き
出
し
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」を
購
入
す
る
事
や
、
今
後
も
九
州
曹
洞
宗
青
年

会
が
一
丸
と
な
っ
て
被
災
地
の
た
め
に
炊
き
出
し
や

茶
話
会
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
致

し
ま
し
た
。

　

全
日
程
終
了
後
、
参
加
者
全
員
で
会
食
を
し
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
炊
き
出
し
活
動
の
反
省
点
や

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
大

変
な
中
に
も
意
義
の
あ
る
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

文
／
九
州
曹
洞
宗
青
年
会
事
務
局
長　

浅
岡
俊
孝

第
46
回 

九
州
曹
洞
宗
青
年
会
総
会

　

長
崎
大
会

加盟団体
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平
成
28
年
６
月
13
日
、
北
海
道
札
幌
市
の
札

幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
、『
第
28
回
曹
洞
宗
北

海
道
青
年
会
全
道
大
会 

札
幌
大
会
』を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
午
後
１
時
よ
り
受
付
を
始
め
、
午
後

１
時
30
分
よ
り
記
念
式
典
。
式
典
で
は
大
会
長
で

あ
る
曹
洞
宗
北
海
道
青
年
会
会
長
の
神
谷
俊
英
師

か
ら「
こ
の
北
海
道
の
地
で
、
青
年
会
が
繋
が
り
続

い
て
、
人
が
集
い
、
隣
人
が
あ
り
、
時
に
善
知
識

と
な
り
、
時
に
反
面
教
師
と
な
り
、
互
い
に
乳
水

和
合
し
、
こ
れ
か
ら
も
様
ざ
ま
な
課
題
問
題
と
向

き
合
っ
て
共
に
踏
ん
張
っ
て
行
き
た
い
」
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
３
時
か
ら
は
大
会
記
念
講
演
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
記
念
講
演
の
特
別
講
師
に
戦
場

カ
メ
ラ
マ
ン
、
渡
部
陽
一
氏
を
迎
え
、『
世
界
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
～
平
和
と
命
の
大
切
さ
～
』と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
渡
部
氏
独

特
の
語
り
口
と
身
振
り
手
振
り
を
交
え
た
話
が
、

聴
講
者
の
耳
と
目
を
釘
付
け
に
し
て
い
ま
し
た
。

実
際
の
取
材
で
見
え
た
、
戦
場
で
生
活
し
て
い
る

人
々
の
家
族
の
絆
、
人
間
が
持
つ
愛
の
深
さ
、
普

段
ニ
ュ
ー
ス
で
見
て
い
る
戦
場
と
異
な
る
一
面
を
写

真
映
像
で
紹
介
し
な
が
ら
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
今
大
会
の
記
念
講
演
は
、
会
員
の
み
な
ら
ず
、

一
般
の
方
が
た
に
も
聴
講
い
た
だ
け
る
よ
う
に
企
画

し
、
当
日
は
３
０
０
人
を
超
え
る
一
般
聴
講
者
が
来

場
し
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
講
演
の
一
般
聴
講
者
に
全
曹
青
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
へ
の
募
金
願
い
の
旨
の
趣
意
書
を

配
布
し
協
力
を
募
り
ま
し
た
。

　

午
後
５
時
か
ら
は
定
期
総
会
、
午
後
６
時
30
分

か
ら
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
冒
頭
で
、
大
会
長
よ
り
全
曹
青
会
長

へ
、
全
曹
青
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
へ
の
募
金
目
録

を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
記
念
講
演
の
来
場
者
か

ら
の
募
金
額
が
１
２
５
，１
７
４
円
。
こ
れ
に
札
幌

大
会
出
席
者
の
参
加
費
の
一
部
を
合
わ
せ
、
総
額

２
７
５
，１
７
４
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
余
興
で
は
、
特
別
ゲ
ス
ト
で
２
組
の

芸
人
が
登
場
し
、
参
会
者
の
笑
い
声
が
会
場
を
満

た
し
ま
し
た
。
会
員
相
互
に
旧
交
を
温
め
、
懇
親

を
深
め
、
終
始
笑
い
声
と
笑
顔
が
絶
え
な
い
懇
親

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
会
員
・
来
賓
合
わ
せ
て
１
３
５
人

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
次
期
開
催
宗
務
所
は
、

北
海
道
第
三
宗
務
所
と
な
り
ま
す
。
次
期
大
会
も

盛
会
円
成
と
な
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

文
／
大
会
実
行
委
員
長　

田
村
文
英

第
28
回 

曹
洞
宗
北
海
道
青
年
会
全
道
大
会　

札
幌
大
会

加盟団体
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平
成
28
年
5
月
15
日
午
後
1
時
か
ら
、
曹
洞
宗

檀
信
徒
会
館
4
階「
芙
蓉
の
間
」で
執
行
部
会
、
翌

日
の
5
月
16
日
午
前
8
時
か
ら
同
会
場
で
理
事
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

各
委
員
会
か
ら
の
活
動
報

告
及
び
活
動
計
画
案
、
会
計
か
ら
平
成
27
年
度
会

計
報
告
と
平
成
28
年
度
予
算
案
が
発
表
さ
れ
、
16

日
午
後
の
定
期
評
議
員
会
に
向
け
、
協
議
が
重
ね

ら
れ
ま
し
た
。

　

５
月
16
日
正
午
か
ら
、
曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館
内

で
次
期
会
長
選
考
委
員
会
が
行
わ
れ
、
倉
島
隆
行

副
会
長
を
次
期
会
長
に
推
挙
す
る
こ
と
が
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

　

５
月
16
日
午
後
１
時
か
ら
、
曹
洞
宗
檀
信
徒
会

館
４
階「
萩
の
間
」で
平
成
28
年
熊
本
地
震
へ
の
対

応
協
議
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

５
月
16
日
午
後
2
時
か
ら
は
、
曹
洞
宗
檀
信
徒

会
館
4
階「
芙
蓉
の
間
」で
定
期
評
議
員
会
が
開
催

さ
れ
、
議
案
や
次
期
会
長
選
考
委
員
会
か
ら
の
報

告
の
後
、
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
賛
成
多
数
に
よ

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　　

5
月
17
日
午
後
1
時
か
ら
、
曹
洞
宗
檀
信
徒
会

館
3
階「
桜
の
間
」で
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
安
逹
会
長
を
導
師
に
本
尊
上
供
を
厳
修
、
宗

歌
斉
唱
の
後
、
全
員
で
各
地
自
然
災
害
で
の
被
災

物
故
者
に
対
し
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
昨
日
の
評

議
員
会
で
可
決
し
た
上
記
議
案
や
次
期
会
長
選
考

委
員
会
か
ら
の
報
告
、
熊
本
・
大
分
地
震
に
つ
い

て
地
元
管
区
理
事
・
曹
青
会
会
長
か
ら
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　　

５
月
17
日
午
前
10
時
か
ら
は
中
央
研
修
会「『
臨

床
宗
教
師
の
取
り
組
み
』お
坊
さ
ん
っ
て
霊
が
見
え

ま
す
か
？
～
求
め
ら
れ
る
青
年
僧
侶
の
関
わ
り
～
」

を
3
階「
桜
の
間
」で
行
い
、
一
般
聴
講
者
の
方
が

た
を
含
め
多
く
の
参
加
者
が
集
い
ま
し
た
。

　

臨
床
宗
教
師
と
は
、
宗
教
施
設
以
外
の
公
共
空

間（
医
療
や
福
祉
施
設
な
ど
）で
医
療
チ
ー
ム
と
連

携
し
患
者
や
利
用
者
の
方
を
対
象
と
し
た
活
動
を

行
う
も
の
で
あ
り
、
布
教
伝
道
を
目
的
と
せ
ず
そ

の
場
所
で
求
め
ら
れ
る
宗
教
的
要
望
に
対
し
、
適

切
な
対
応
を
取
る
た
め
の
研
修
を
修
了
し
た
宗
教

者
と
さ
れ
ま
す
。

　

緩
和
ケ
ア
を
実
践
し
て
い
た
故
岡
部
健
医
師
が

提
唱
し
、「
あ
の
世
や
目
に
見
え
な
い
世
界
と
い
う

合
理
性
を
超
え
た
事
象
を
そ
の
ま
ま
語
れ
る
の
は

宗
教
者
し
か
い
な
い
」と
の
思
い
か
ら
終
末
期
患
者

の
心
に
寄
り
添
う
宗
教
者
を
養
成
す
る
べ
く
、
養

成
講
座
を
創
設
す
る
大
学
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
講
師
と
し
て
2
人
の
方
が
登
壇
さ
れ
、

最
初
に
宮
城
県
栗
原
市
普
門
寺
副
住
職
で
臨
床
宗

教
師
の
高
橋
悦
堂
師
は「
僧
侶
と
し
て
、
臨
床
宗

教
師
に
な
る
」と
題
し
、
東
日
本
大
震
災
後
の
火
葬

場
で
読
経
供
養
を
行
う
中
で
の
出
会
い
、
故
岡
部

健
医
師
と
の
交
流
な
ど
自
身
が
臨
床
宗
教
師
と
な

る
ま
で
の
経
緯
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
終
末

期
患
者
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
、
臨
床
宗
教

師
が
果
た
す
役
割
と「
僧
侶
に
対
す
る
良
い
イ
メ
ー

ジ
を
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

に
助
け
ら
れ
て
い
る
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
参

加
者
か
ら
の「
傾
聴
に
徹
し
な
が
ら
も
、
宗
教
者
と

し
て
の
話
を
積
極
的
に
し
て
い
く
よ
う
な
こ
と
は

あ
る
の
か
」
と
の
質
問
に
は「
被
災
地
で
の
傾
聴
活

動
と
同
じ
よ
う
に
、
接
し
て
い
く
中
で
患
者
の
方

か
ら
そ
う
い
う
話
を
求
め
ら
れ
た
時
に
す
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
で
す
」と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

2
人
目
の
講
師
は
埼
玉
県
上
尾
中
央
総
合
病
院

の
看
護
師
で
臨
床
宗
教
師
研
修
を
受
講
さ
れ
た
経

験
の
あ
る
大
島
英
子
氏
が
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
大

島
氏
は
２
０
１
５
年
度
か
ら
緩
和
ケ
ア
病
棟
で
臨

床
宗
教
師
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
開
始
を
実

現
し
て
い
ま
す
。

　
「
皆
さ
ん
は
ど
こ
で
死
を
迎
え
た
い
で
す
か
」
と

会
場
に
問
い
か
け
、
8
割
以
上
が
自
宅
を
希
望
と

回
答
し
た
の
を
受
け
て
、
実
態
は
病
院
で
最
後
を

迎
え
る
ケ
ー
ス
が
8
割
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
患

者
が
望
む
最
期
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
社
会
の

課
題
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
死
亡
者
数
が

増
加
し
て
い
く
社
会
で
、
患
者
の
苦
痛
を
和
ら
げ

て
生
活
の
質（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
一

人
で
も
多
く
の
僧
侶
の
方
が
臨
床
宗
教
師
の
道
を

歩
ん
で
欲
し
い
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
は
お
二
方
に
参
加
者
か
ら
多
く
の

質
問
が
上
が
り
、
青
年
僧
侶
の
関
心
の
高
さ
が
窺

わ
れ
た
実
り
多
き
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

文
／
広
報
委
員　

織
田
秀
道

執
行
部
会
・
理
事
会

中
央
研
修
会

定
期
総
会

次
期
会
長
選
考
委
員
会

対
応
協
議
会
議

定
期
評
議
員
会
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平
成
28
年
3
月
28
日
午
前
11
時
か
ら
第
3
回
、

平
成
28
年
6
月
7
日
午
後
7
時
か
ら
第
4
回『
味

来
食
堂
～
僧
食
を
学
ぼ
う
～
』
を
、
と
も
に
東
京

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル（
曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館
）5
階
を

会
場
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
3
回
は
8
人
、
第
4
回
は
14
人
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
第
4
回
は
約
1
年
ぶ
り
の
夜
開
催

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
参
加
希
望
も
多
く
キ
ッ
チ

ン
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
第
3
回
は
リ
ピ
ー

タ
ー
の
方
、
第
4
回
は
初
参
加
の
方
が
多
く
、 

中

に
は
昨
年
取
材
を
受
け
掲
載
さ
れ
た
雑
誌『
ク
ロ

ワ
ッ
サ
ン
』を
読
ま
れ
た
こ
と
を
キ
ッ
カ
ケ
に
実
際

に
精
進
出
汁
を
自
分
で
作
っ
て
み
た
り
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
今
回
の
味
来
食
堂
に
参
加
さ

れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

精
進
料
理
の
基
本
的
な
考
え
を
学
ん
で
か
ら
、

実
際
に
キ
ッ
チ
ン
を
使
い
、
講
師
の
河
口
智
賢
師
、

山
崎
元
道
師
、
齋
藤
紹
俊
師（
以
上
、
全
国
曹
洞

宗
青
年
会
教
化
法
式
委
員
会
）、
松
本
好
寛
特
別

講
師（
静
岡
県
第
一
宗
務
所
青
年
会
）と
と
も
に
調

理
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
ず
基
本
と
な
る
定
番
の「
精
進
出
汁
」に
つ
い

て
学
び
、
そ
の
後
、
旬
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
を

調
理
し
て
い
き
ま
す
。

　

調
理
中
に
も
様
ざ
ま
な
質
問
が
寄
せ

ら
れ
、 
灰
汁
の
扱
い
方
、
素
材
の
味
を

活
か
す
調
理
法
、
ま
た
当
日
に
は
扱
わ

れ
な
か
っ
た「
山
野
草
の
調
理
」
に
関
す

る
留
意
点
な
ど
も
説
明
が
あ
り
、 

参
加

者
の
方
が
た
は
メ
モ
を
書
か
れ
た
り
、

調
理
中
の
写
真
を
撮
影
す
る
な
ど
、
記

録
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
山
崎
講
師
か
ら
は
、
調
理

の
中
で「
料
理
に
よ
っ
て
は
、
体
温
を
上
げ
る
料
理

も
あ
れ
ば
、
下
げ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
素
材
の

特
徴
を
活
か
し
、
食
べ
る
人
の
こ
と
を
思
い
調
理

を
す
る
こ
と
も
、『
命
を
生
か
す
』と
い
う
こ
と
に
繋

が
り
ま
す
」と
参
加
者
の
方
が
た
に
語
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

完
成
し
た
料
理
は
お
膳
に
丁
寧
に
並
べ
、
姿
勢

を
整
え『
五
観
の
偈
』
を
お
唱
え
し
、
一
つ
一
つ
の

器
を
手
に
取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
料
理
と
向
き
合
い

な
が
ら
精
進
膳
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

河
口
講
師
か
ら
は「
今
は
季
節
・
気
候
に
関
わ

ら
ず
ほ
と
ん
ど
の
食
材
が
入
手
で
き
る
時
代
に
あ

り
ま
す
が
、
四
季
折
々
の
食
材
の
命
を
い
た
だ
く

こ
と
が
、
三
徳
六
味
の『
淡
味
』に
も
つ
な
が
り
ま

す
」と
、
旬
の
素
材
を
頂
戴
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
、
参
加
者
に
語
り
掛
け
て
お
り
ま
し
た
。

文
／
広
報
委
員
長　

宮
入
真
道

新
刊　

全
く
新
し
い
高
祖
伝

『
高
祖
伝
私
考
―
広
録
を
中
心
に
し
て
』

井
上
義
臣 

著  

五
五
四
頁  

七
千
円（
会
員
五
千
円
）

　
　

別
冊「
高
祖 

行
実
眼
蔵
広
録 

対
照
年
表
」 「
ふ
し
ぎ
な
話
」

従
来
、全
く
不
明
で
あ
っ
た
安
養
院
観
音
導
利
院
時
代
の
行
履
、入
越
へ
の
道
程
、

興
聖
寺
焼
亡
、
鎌
倉
行
化
と
大
倉
経
施
入
、
神
仏
と
の
交
感
、
士
庶
と
の
交
流
、

出
家
発
願
と
父
君
な
ど
を
一
挙
解
明

合
本『
永
平 

高
祖
伝
考
』 壱
万
円（
会
員
八
千
円
）

『
高
祖
伝
私
考
』『
高
祖
伝
新
考
―
伝
戒
を
中
心
に
し
て
』

『
永
平
四
世
義
演
禅
師
伝
考
』の
合
本（
左
記
の
二
巻
は
残
部
稀
少
）

　
　
『
高
祖
伝
新
考
―
伝
戒
を
中
心
に
し
て
』 

旧
刊  

五
千
円

　
　
　

如
浄
血
脈
の
発
見
、
伝
法
伝
戒
式
の
意
義
、
高
祖
の
授
戒
法

　
　
『
永
平
四
世
義
演
禅
師
伝
考
』 

旧
刊  

千
円

　
　
　

大
仏
寺
と
永
平
寺　

三
代
相
論
の
解
明
、
高
祖
の
孫
弟
子
達
の
交
流

『
檀
信
徒 

年
忌
聖
典
』折
本  

一
六
七
頁  

十
冊
一
組

七
千
円（
会
員
六
千
円
）

　

○
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
○
修
証
義
○
観
世
音
菩
薩
普
門
品

　

○
大
悲
心
陀
羅
尼
○
舎
利
礼
文
○
正
法
眼
蔵
道
心

　

○
承
陽
大
師
発
願
文
○
如
来
寿
量
品
○
如
来
神
力
品（
和
訓
）  

他

年
忌
を
重
ね
故
人
は
成
仏
路
を
向
上
し
ま
す
。
従
っ
て
経
典
も
様
々
な
も
の
を

読
誦
し
て
差
し
上
げ
た
い
も
の
で
す
。
さ
も
な
く
ば
、
和
尚
は
修
証
義
し
か
読

誦
で
き
ぬ
と
も
思
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
是
非
、
御
活
用
く
だ
さ
い
。

『
覆
刻 

龍
華
』杉
本
俊
龍
老
師 

著  

本
文 

一
七
〇
〇
頁 

二
万
五
千
円（
会
員
二
万
円
）

　

室
内
学
・
住
職
学
の
宗
典
。
読
み
易
い
様
に
全
て
項
目
別
に
編
集

『
洞
上
修
訂 

伝
法
悉
知
』渡
会
仙
定  

佐
藤
邦
雄  

井
上
義
臣 

共
著

一
万
七
千
円（
会
員
一
万
三
千
円
）

伝
法
伝
戒
式
の
意
義
、
作
法
が
解
り
ま
す
。
附
録
伝
法
室
内
儀
軌
折
本（
教
授
戒

文
・
準
備
・
進
退
図
等
） 

歎
佛
会
法
式
折
本（
偈
文
・
解
説
付
） 

三
物（
血
脈
、
嗣

書
、
御
大
事
） 

実
物
大
手
本
、
伝
戒
・
伝
法
式
壁
書
書
差
定

『
津
送
須
知
』九
七
五
頁  

九
千
円（
会
員
七
千
円
）

　

葬
儀
の
意
義
作
法
な
ど
全
て
に
わ
た
り
解
説

『
尸
羅
会
顕
訣
』二
冊
組  

七
千
円（
会
員
五
千
円
）

　

授
戒
会
各
法
要
の
勤
め
方
と
意
義

　

御
注
文
は
左
記
の
い
ず
れ
か
へ
葉
書
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

尚
、
壱
種
類
二
十
冊
以
上
の
方
の
価
格
は
、
相
談
致
し
ま
す
。

〒
三
二
六

－

〇
八
〇
三　

栃
木
県
足
利
市
家
富
町
二
五
二
三　

幹
事
長 

高
福
寺　

　

電
話 

０
２
８
４（
２
１
）６
２
０
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
８
４（
２
１
）６
２
１
８

〒
四
三
七

－

〇
二
二
三　

静
岡
県
周
智
郡
森
町
中
川
四
三

－

二　

事
務
局 

雲
林
寺

　

電
話 

０
５
３
８（
４
８
）６
８
５
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
３
８（
４
８
）６
９
５
２

滴
禅
会 

刊
行
本 

頒
布
の
御
案
内

【
第
３
回
献
立
】

・
ア
ス
パ
ラ
豆
腐

・
春
野
菜
と
エ
リ
ン
ギ
の

　
精
進
ホ
タ
テ
中
華
風
炒
め

・
菜
の
花
と
豆
腐
の
炒
め
煮

・
季
節
の
お
吸
い
物

・
麦
ご
飯

【
第
４
回
献
立
】

・
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
の
お
浸
し

・
夏
野
菜
の
か
き
揚
げ

・
茄
子
の
冷
や
し
す
ま
し
汁

・
夏
野
菜
の
ち
ら
し
酢
飯

・
豆
乳
胡
麻
プ
リ
ン

第
３・
４
回 

味
来
食
堂

基
本
の
精
進
出
汁
と

旬
の
野
菜
料
理
を
学
ぶ
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平
成
28
年
4
月
26
日
、
晴
天
の
下
、
本
年
も

奈
良
県
東
大
寺
で
、「
仏
法
興
隆
花
ま
つ
り

千
僧
法
要
」が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
で
あ
る
全
日
本
仏
教
青
年
会（
以
下
、
全
日

仏
青
）の
加
盟
団
体
で
あ
る
全
国
曹
洞
宗
青
年
会（
以

下
、
全
曹
青
）か
ら
は
、
約
１
３
０
人
が
参
加
。
全

体
で
は
約
５
０
０
人
も
の
各
宗
派
の
僧
侶
が
全
国
各

地
か
ら
集
い
、千
僧
法
要
を
お
勤
め
い
た
し
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
か
ら
、
東
大
寺
大
仏
殿
の
東
側
に
あ

る
ア
シ
ョ
カ
ピ
ラ
ー
宝
搭
に
各
宗
派
か
ら
約
50
人

の
僧
侶
が
集
ま
り
、
周
辺
の
清
掃
や
獅
子
像
の
苔

落
と
し
を
行
い
ま
し
た
。

5
月
7
日（
土
）・
8
日（
日
）と
韓
国
の
燃
燈

会（
花
ま
つ
り
）が
あ
り
ま
し
た
。
韓
国
で

は
キ
リ
ス
ト
教
も
多
い
な
か
、
こ
こ
ソ
ウ
ル
で
は
8

割
の
寺
院
が
曹
渓
宗
で
、
90
％
以
上
が
禅
の
系
列

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

7
日
は
、
ソ
ウ
ル
の
大
通
り
が
規
制
さ
れ
、
お

寺
の
メ
ン
バ
ー
や
学
生
、
各
仏
教
国
の
代
表
ら
が
集

い
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
す
。
手
作
り
の
大
き
な
仏

像
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
、
何
か
し
ら
仏
教
に
関
係
し

て
い
る
も
の
を
作
成
し
、
言
わ
ば
日
本
の
ね
ぶ
た
祭

り
の
よ
う
な
感
じ
で
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

8
日
の
各
仏
教
国
の
ブ
ー
ス
は
今
年
は
48
出
店

あ
り
ま
し
た
。
日
本
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
坐
禅
体

験
、
抹
茶
、
折
り
紙
、
日
本
の
仏
教
書
物
の
配
布

を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
燃
燈
会
を
通
し
て
、
日
本
が
ど
の
よ
う
に

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
仏
教
行
事
と
し
て
大
規
模
な
行
事
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
大
変
有
難
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。

文
／
国
際
委
員　

大
橋
康
道

平
成
28
年
4
月
23
日
か
ら
5
日
間
の
日
程
で

ネ
パ
ー
ル
仏
教
会（
Ｙ
Ｍ
Ｂ
Ａ
）が
主
催
し

た
慰
霊
復
興
法
要
と
現
地
支
援
活
動
に
参
加
し
ま

し
た
。
全
日
本
仏
教
青
年
会
が
加
盟
し
て
い
る
世

全日
仏青
News

韓国・花まつり
燃燈会報告

　

そ
の
後
、
威
儀
を
整
え
、
午
後
1
時
前
に
行
列

を
組
み
、
大
仏
殿
に
向
か
い
ま
し
た
。
大
勢
の
観

光
客
の
方
が
た
も
、
行
列
の
様
子
を
撮
影
さ
れ
た

り
、
合
掌
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

大
仏
殿
登
壇
の
後
、
全
日
仏
青
の
東
海
林
良
昌

理
事
長
が
全
て
の
法
要
を
通
し
て
の
導
師
と
し
て

大
仏
前
に
座
ら
れ
、
開
式
の
辞
、
惣
礼
、
金
峯
山

青
年
僧
の
会
に
よ
る
法
螺
吹
奏
、
天
台
仏
教
青
年

連
盟
に
よ
る
声
明
・
散
華
の
後
、
法
要
が
各
宗
派

に
よ
り
勤
修
さ
れ
ま
し
た
。全
曹
青
は「
般
若
心
経・

大
般
若
経
転
読
・
普
門
品
偈
」を
お
勤
め
い
た
し
ま

し
た
。
導
師
を
務
め
た
安
逹
会
長
は
、『
大
般
若
経

理
趣
分
』を
転
読
し
、
仏
法
の
興
隆
と
世
界
平
和
、

さ
ら
に
は
各
災
害
の
復
興
祈
願
の
祈
り
を
捧
げ
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
、
ア
シ
ョ
カ
ピ
ラ
ー
宝
塔
に
移
動
し
、

南
都
二
六
会
会
長
を
導
師
に
、
花
ま
つ
り
法
要
が

勤
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
要
後
は
、「
熊
本
地
震
支
援
情
報
交
換
会
」が

行
わ
れ
、
各
宗
派
の
活
動
の
様
子
や
今
後
の
支
援

に
つ
い
て
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

文
／
広
報
副
委
員
長　

西
古
孝
志

界
仏
教
徒
連
盟（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
）の
呼
び
か
け
も
あ
り
、

各
国
か
ら
支
援
物
資
と
し
て
子
ど
も
達
へ
ス
ク
ー

ル
バ
ッ
ク
や
文
房
具
、
水
筒
な
ど
２
０
０
セ
ッ
ト

を
用
意
し
学
校
な
ど
４
ヵ
所
で
直
接
手
渡
し
す
る

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ｢

今
回
は
日
本
や
マ
レ
ー
シ

ア
、
台
湾
、
タ
イ
の
仏
教
国
か
ら
皆
さ
ん
へ
支
援

物
資
を
届
け
て
も
ら
い
ま
し
た｣

と
紹
介
さ
れ
る

と
、
皆
一
様
に
合
掌
さ
れ｢

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す｣

と
心
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
今
回
は
世
界
各
国
で
多
発
す
る
大
規
模
災

害
に
対
し
て
寺
院
の
果
た
す
役
割
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
さ
れ
、
全
日
本

仏
教
青
年
会
国
際
委
員
長
を
務
め
て
い
る
松
岡
広

也
師（
全
曹
青
19
期
会
長
）が
登
壇
し
、
各
国
と
の

支
援
活
動
の
連
携
や
情
報
共
有
の
重
要
性
に
つ
い

て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

文
／
副
会
長　

倉
島
隆
行

韓国・花まつり
燃燈会報告

ネパール1周忌法要
並びに支援活動に参加

ネパール1周忌法要
並びに支援活動に参加

平
成
28
年 

東
大
寺　

仏
法
興
隆

花
ま
つ
り
千
僧
法
要

平
成
28
年 

東
大
寺　

仏
法
興
隆

花
ま
つ
り
千
僧
法
要
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こ
ど
も
笑
顔
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ　

１
月
31
日　

東
京
都
大
田
区
民
ホ
ー
ル　

　

１
７
２
号
で
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た「
こ
ど
も

食
堂
」
主
宰
の
近
藤
博
子
さ
ん
よ
り
お
誘
い
い
た
だ

き
、「
第
１
回
こ
ど
も
笑
顔
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
団
体
は
、
今
の
子
ど
も
た
ち
の
置
か
れ
た
状

況
を
知
り
、
そ
し
て
子
ど
も
の
成
長
を
社
会
全
体

で
応
援
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

第
１
部
と
し
て
、
子
ど
も
の
現
状
を
知
る
た
め

に
、
児
童
養
護
施
設
の
シ
ス
タ
ー
な
ど
３
人
の
方
か

ら
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第
２
部
は

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、「
み

ん
な
で
考
え
よ
う
！
子
ど
も
の
居
場
所
」と
い
う
こ

と
で『
子
ど
も
未
来
新
聞
』な
る
も
の
を
各
グ
ル
ー

プ
で
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
新
聞
は
、「
今
か
ら
何
年

後
は
子
ど
も
の
居
場
所
の
為
に
社
会
が
こ
う
あ
っ
て

ほ
し
い
な
」と
思
う
様
子
を
表
し
た
も
の
で
す
。
私

が
い
た
グ
ル
ー
プ
で
は
、
２
０
２
０
年
５
月
５
日
発

行
、『
子
ど
も
居
場
所
新
聞
』と
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
ま

し
た
。
見
出
し
は「
き
ょ
う
ど
こ
へ
行
こ
う
？
」と
し
、

こ
の
日
こ
の
地
域
に
20
ヵ
所
目
の
子
ど
も
の
居
場
所

が
オ
ー
プ
ン
し
た
、
と
い
う
内
容
で
す
。
も
ち
ろ
ん

そ
の
中
に
は
、
お
寺
も
子
ど
も
た
ち
が
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
場
所
と
し
て
イ
ラ
ス
ト
で
表
現
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

他
の
新
聞
や
参
加
者
の
方
が
た
と
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
の
笑
顔
の
為
に
よ
り
良
い
社

会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

 

お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ　

　

２
月
２
日　

奈
良
県
安
養
寺　

　

東
京
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
参
加
の
後
は
、
お
て
ら

お
や
つ
ク
ラ
ブ
代
表
・
松
島
靖
朗
師
に
お
話
し
を
伺

う
べ
く
奈
良
へ
移
動
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
お
寺
に
お
供
え
さ
れ
る
様
ざ
ま

な「
お
そ
な
え
も
の
」を
仏
さ
ま
か
ら
の「
お
さ
が
り
」

と
し
て
頂
戴
し
、
全
国
の
ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援

す
る
団
体
と
の
協
力
の
下
、
経
済
的
に
困
難
な
状

況
に
あ
る
ご
家
庭
へ「
お
す
そ
わ
け
」
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

松
島
師
が
こ
の
支
援
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
、
大

阪
で
起
き
た
母
子
の
餓
死
事
件
と
の
こ
と
。
ま
さ

か
飽
食
の
日
本
で
餓
死
す
る
親
子
が
い
た
と
は
と

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
供
物
の
有
効
活
用
を
考
え
て
い

た
と
こ
ろ
、
こ
の
支
援
を
思
い
つ
い
た
と
の
こ
と
で

す
。
当
初
は
信
者
の
方
か
ら
、
お
寺
に
お
供
え
し

た
は
ず
の
も
の
が
支
援
に
回
さ
れ
る
こ
と
に
懐
疑
的

な
意
見
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
で
は「
こ
れ
を

使
っ
て
く
だ
さ
い
」と
仰
ら
れ
る
方
が
増
え
た
そ
う

で
す
。

　

そ
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
て
注
意
し
て
い
る
点

は
、
お
す
そ
わ
け
す
る
こ
と
に
自
己
満
足
し
な
い
よ

う
心
掛
け
て
い
る
こ
と
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
非
常
に

大
事
な
点
だ
と
感
じ
な
が
ら
、
奈
良
を
後
に
し
ま

し
た
。

　

こ
ど
も
笑
顔
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
お
て
ら
お
や
つ
ク

ラ
ブ
の
取
材
を
通
し
て
、
日
本
に
お
け
る
子
ど
も

の
貧
困
の
状
況
を
知
り
、
そ
こ
か
ら
自
分
自
身
何

が
で
き
る
の
か
考
え
行
動
し
、
笑
顔
溢
れ
る
社
会

に
し
た
い
も
の
だ
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

文
／
広
報
副
委
員
長　

西
古
孝
志

※
…
当
記
事
は
１
７
３
号
で
掲
載
予
定
で
し
た
が
、

紙
面
の
都
合
上
今
号
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

おてらおやつクラブ代表・松島靖朗師

水
面
下
で
広
が
る
こ
ど
も
の
貧
困

そ
の
成
長
を
応
援
す
る
社
会
づ
く
り
を

こ
ど
も
笑
顔
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

・

お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
取
材
記
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全 国 曹 洞 宗 青 年 会 の 活 動 は 皆 さ ま の 賛 助 費 に 支 え ら れ て お り ま す。
こ の 度 も ご 協 力 い た だ き 誠 に 有 難 う ご ざ い ま し た 。

226	 常隆寺	 様
231	 円通寺	 様
246	 長徳寺	 様
266	 洞雲寺	 様
370	 秀長寺	 様
401	 常楽寺	 様
461	 正法寺	 様
481	 大有寺	 様

◆宮城県	 	
16	 林香院	 様
29	 秀林寺	 様
55	 実相寺	 様
113	 繁昌院	 様

114	 東禪寺	 様
212	 祥雲寺	 様
228	 瑞川寺	 様
293	 梅溪寺	 様
352	 安永寺	 様
416	 光岳寺	 様

◆岩手県	
7	 永祥院	 様
17	 清水寺	 様
23	 清雲院	 様
31	 喜雲寺	 様
106	 万蔵寺	 様
111	 西泉寺	 様

122	 石洞寺	 様
123	 寶城寺	 様
124	 西光寺	 様
166	 寶泉寺	 様
185	 長泉寺	 様
290	 長泉寺	 様

◆青森県	 	
13	 嶺松院	 様
15	 梅林寺	 様
74	 浮木寺	 様
100	 澄月寺	 様
117	 泉竜寺	 様
120	 円流寺	 様

180	 中央院	 様

◆山形県第１	 	
210	 宝鏡院	 様
224	 長泉寺	 様
	
◆山形県第 2	
322	 洞松寺	 様

◆山形県第３	 	
534	 東福寺	 様
691	 福應寺	 様
708	 光浄寺	 様
734	 東光寺	 様

738	 善應寺	 様
	
◆秋田県	
79	 東林寺	 様
85	 寶圓寺	 様
162	 祥雲寺	 様
206	 松雲寺	 様
265	 倫勝寺	 様
302	 天昌寺	 様
323	 恩徳寺	 様
353	 安養寺	 様

◆北海道第１	 	
7	 宝琳寺	 様

東京都	 青松寺	 様
東京都	 永昌寺	 様
東京都	 泉岳寺	 様
東京都	 清巌寺	 様
東京都	 曹洞宗宗務庁	様
東京都	 観栖寺	 様
神奈川県	正翁寺	 様
神奈川県	寶泉寺	 様
神奈川県	長楽寺別院	様
神奈川県	宗久寺	 様
埼玉県	 永福寺	 様
埼玉県	 東陽寺	 様
群馬県	 祥雲寺	 様
群馬県	 龍海院	 様
栃木県	 成高寺	 様
茨城県	 金仙寺
	 寺族	寺内京	様
茨城県	 龍心寺	 様
千葉県	 廣済寺	 様
千葉県	 宗胤寺	 様
千葉県	 萬蔵寺	 様
静岡県	 宝持院	 様
静岡県	 光用院	 様
静岡県	 宝珠院	 様
静岡県	 盤石寺	 様
静岡県	 養勝寺	 様
静岡県	 元長寺	 様
静岡県	 耕月寺	 様
静岡県	 福王寺	 様
静岡県	 盤脚院	 様
静岡県	 喜徳庵	 様
静岡県	 龍雲寺	 様

静岡県	 正泉寺	 様
愛知県	 太平寺	 様
愛知県	 寶泉寺	 様
愛知県	 寶珠院	 様
愛知県	 楞厳寺	 様
愛知県	 岩蔵寺	 様
愛知県	 神竜寺	 様
愛知県	 興禅寺	 様
愛知県	 善昌寺	 様
愛知県	 天徳寺	 様
岐阜県	 悟春院	 様
岐阜県	 霊泉寺	 様
岐阜県	 瑞巌寺	 様
岐阜県	 洞泉寺	 様
岐阜県	 清江寺	 様
岐阜県	 円頂寺	 様
三重県	 四天王寺	様
三重県	 剣光寺	 様
三重県	 地蔵院	 様
三重県	 常安寺	 様
京都府	 円覚寺	 様
京都府	 善光寺	 様
京都府	 禅福寺	 様
京都府	 久昌寺	 様
京都府	 西光寺	 様
大阪府	 大黒寺	 様
兵庫県	 臨川寺	 様
兵庫県	 長福寺	 様
兵庫県	 石像寺	 様
兵庫県	 向榮寺	 様
兵庫県	 兵庫県第一宗務所
	 寺族ボランティア	様

兵庫県	 長楽寺	 様
岡山県	 海徳寺	 様
岡山県	 済渡寺	 様
岡山県	 長川寺	 様
広島県	 東明寺	 様
広島県	 福善寺	 様
広島県	 西金寺	 様
広島県	 吉祥寺	 様
広島県	 萬福寺	 様
広島県	 中興寺	 様
島根県	 法蔵寺	 様
島根県	 完全寺	 様
愛媛県	 秀禅寺	 様
愛媛県	 西禅寺	 様
福岡県	 報恩寺	 様
大分県	 豊音寺	 様
大分県	 羅漢寺	 様
大分県	 洞昌寺	 様
長崎県	 太平寺	 様
佐賀県	 本光寺	 様
熊本県	 明徳寺	 様
宮崎県	 台雲寺	 様
宮崎県	 水月寺	 様
鹿児島県	鹿児島県
	 曹洞宗青年会	様
長野県	 徳応院	 様
長野県	 岩松院	 様
長野県	 長昌寺	 様
新潟県	 雲居寺	 様
新潟県	 長楽寺	 様
新潟県	 普光寺	 様
新潟県	 大榮寺	 様

福島県	 曹洞宗福島県青年会
	 カレンダー委員会	様
福島県	 正法寺	 様
福島県	 東禅寺	 様
福島県	 宝積寺	 様
福島県	 秀長寺	 様
宮城県	 梅溪寺	 様
宮城県	 林香院	 様
宮城県	 東禪寺	 様
宮城県	 繁昌院	 様
岩手県	 寶城寺	 様
岩手県	 清水寺	 様
岩手県	 長泉寺	 様
青森県	 泉竜寺	 様
青森県	 澄月寺	 様
青森県	 中央院	 様
青森県	 浮木寺	 様
山形県	 東福寺	 様
山形県	 東光寺	 様
山形県	 福應寺	 様
秋田県	 洞雲寺	 様
秋田県	 安養寺	 様
秋田県	 東林寺	 様
秋田県	 補陀寺	 様
北海道	 總泉寺	 様
北海道	 龍興寺	 様
北海道	 東伝寺	 様
北海道	 宝琳寺	 様
北海道	 泰源寺	 様
北海道	 達磨寺	 様

ボ ラ ン テ ィ ア 基 金 感 謝 録

27	 円通寺	 様
504	 達磨寺	 様

◆北海道第２	
241	 孝徳寺	 様
248	 總泉寺	 様
299	 永福寺	 様
359	 東明寺	 様

◆北海道第 3	
140	 東伝寺	 様
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◆東京都
18	 大泉寺	 様
51	 泉岳寺	 様
56	 嶺雲寺	 様
70	 永昌寺	 様
154	 増福寺	 様
177	 清巌寺	 様
232	 薬師寺	 様
287	 龍見寺	 様
294	 観栖寺	 様
345	 正法院	 様
371	 円明寺	 様
386	 竜昌寺	 様
	 駒澤大学
	 高等学校	様

◆神奈川県第 2
5	 天徳院	 様
18	 宝泉寺	 様
27	 東林寺	 様
83	 正翁寺	 様

◆埼玉県第 1
41	 東栄寺	 様
44	 宝持寺	 様
92	 浄山寺	 様
99	 常源寺	 様
114	 東陽寺	 様
181	 長光寺	 様
392	 報恩寺	 様
	
◆埼玉県第 2	 	
227	 東陽寺	 様
271	 龍泉寺	 様
336	 永福寺	 様
368	 東昌寺	 様
	
◆群馬県	 	
3	 龍海院	 様
89	 竜昌寺	 様
144	 雙松寺	 様
163	 鳳仙寺	 様
167	 祥雲寺	 様

◆栃木県	 	
1	 成高寺	 様
36	 妙見寺	 様
43	 東光寺	 様
161	 東陽院	 様
167	 興福寺	 様

◆茨城県	
14	 玄勝院	 様
39	 常安寺	 様
69	 金仙寺	 様

134	 大統寺	 様
166	 東光寺	 様
182	 龍心寺	 様
197	 長竜寺	 様

◆千葉県	 	
2	 宗胤寺	 様
7	 満蔵寺	 様
8	 重俊院	 様
74	 廣済寺	 様
93	 芳泰寺	 様
159	 宝聚院	 様
185	 勢國寺	 様
212	 真光寺	 様
243	 最勝福寺	様
271	 永明寺	 様
296	 東善寺	 様
315	 雲竜寺	 様

◆山梨県	 	
392	 慈照寺	 様

◆静岡県第 1	
7	 元長寺	 様
19	 光用院	 様
26	 宝珠院	 様
61	 長光寺	 様
152	 宝持院	 様
185	 三明寺	 様
202	 先照寺	 様
421	 盤脚院	 様
464	 正泉寺	 様
528	 盤石寺	 様
541	 喜徳庵	 様
558	 泉龍寺	 様

◆静岡県第２	 	
228	 耕月寺	 様
332	 龍雲寺	 様
362	 福泉寺	 様
	
◆静岡県第３
608	 養勝寺	 様
988	 福王寺	 様

◆静岡県第 4	 	
1122	林泉寺	 様

◆愛知県第１	
7	 全香寺	 様
18	 大運寺	 様
108	 香積院	 様
109	 善昌寺	 様
112	 太平寺	 様
120	 宝珠院	 様

127	 龍潭寺	 様
131	 天年寺	 様
147	 成道寺	 様
148	 法泉寺	 様
173	 神蔵寺	 様
229	 寶泉寺	 様
261	 薬師寺	 様
313	 長松寺	 様
340	 興禅寺	 様
375	 春江院	 様
606	 向陽寺	 様
607	 林宗寺	 様
625	 宝積寺	 様
629	 神竜寺	 様
633	 岩蔵寺	 様
635	 永澤寺	 様

◆愛知県第２	 	
684	 花井寺	 様

◆愛知県第 3
428	 宝珠院	 様
523	 本光寺	 様
557	 楞厳寺	 様
562	 慈光院	 様

◆岐阜県	
5	 悟春院	 様
60	 龍雲寺	 様
99	 霊泉寺	 様
108	 玄霜寺	 様
116	 永泉寺	 様
122	 大竜寺	 様
133	 福寿寺	 様
148	 円頂寺	 様
162	 清楽寺	 様
188	 洞泉寺	 様
189	 久昌寺	 様
190	 長久寺	 様
223	 大覚寺	 様
227	 清江寺	 様
237	 瑞巌寺	 様

◆三重県第 1
24	 一心院	 様
37	 四天王寺	様
38	 傳法寺	 様
59	 長樂寺別院	様
60	 正念寺	 様
83	 凉泉寺	 様
114	 海禅寺	 様
183	 光徳寺	 様
269	 大蓮寺	 様
284	 常安寺	 様
316	 剣光寺	 様

◆三重県第 2
408	 東正寺	 様

◆滋賀県
178	 洞源寺	 様

◆京都府	
46	 栄春寺	 様
79	 神応寺	 様
80	 西光寺	 様
222	 久昌寺	 様
236	 善光寺	 様
238	 洞楽寺	 様
367	 福昌寺	 様
386	 徳運寺	 様
389	 萬福寺	 様

◆大阪府	 	
14	 慈光寺	 様
22	 観音寺	 様
26	 天徳寺	 様
38	 慈願寺	 様
100	 南詢寺	 様
104	 拾翠寺	 様
107	 実相院	 様
114	 大黒寺	 様
	
◆兵庫県第１	
287	 向榮寺	 様
341	 常厳寺	 様

◆兵庫県第２	 	
121	 徳寿寺	 様
149	 瑞光寺	 様
198	 石像寺	 様
217	 長福寺	 様
221	 永源寺	 様

◆岡山県	 	
2	 海徳寺	 様
3	 長川寺	 様
131	 済渡寺	 様
166	 善福寺	 様

◆広島県	 	
1	 国泰寺	 様
3	 養徳院	 様
13	 延命寺	 様
34	 吉祥寺	 様
46	 双照院	 様
60	 香積寺	 様
76	 長福寺	 様
86	 西金寺	 様
95	 泉龍寺	 様
100	 中興寺	 様

143	 常林寺	 様
149	 萬福寺	 様
177	 功徳寺	 様
181	 東明寺	 様

◆山口県	 	
24	 吉祥寺	 様
111	 渓月院	 様
145	 久屋寺	 様
	
◆鳥取県	 	
114	 安楽寺	 様

◆島根県第２	 	
43	 福正寺	 様
63	 龍覚寺	 様
70	 完全寺	 様
93	 法恩寺	 様
111	 万蔵寺	 様
121	 法海寺	 様
140	 法蔵寺	 様

◆愛媛県	 	
18	 陽春院	 様
113	 西禅寺	 様
135	 秀禅寺	 様
146	 興雲寺	 様
174	 掌禅寺	 様

◆福岡県
28	 桂木寺	 様
158	 報恩寺	 様

◆大分県
8	 豊音寺	 様
134	 長安寺	 様
175	 羅漢寺	 様
	
◆長崎県第１	 	
4	 光雲寺	 様
78	 宝泉寺	 様

◆長崎県第 3	 	
95	 太平寺	 様

◆佐賀県
117	 本光寺	 様

◆熊本県第 1	 	
13	 浄国寺	 様

◆熊本県第 2	 	
88	 明徳寺	 様

平成28年4月1日〜平成28年6月30日取扱い分

賛 助 費 浄 納 御 芳 名 簿

◆宮崎県	 	
12	 台雲寺	 様
34	 水月寺	 様
54	 善栖寺	 様

◆長野県第 1	
65	 柳原寺	 様
86	 円福寺	 様
147	 徳応院	 様
227	 岩松院	 様
322	 守芳院	 様
372	 長昌寺	 様
587	 観音庵	 様

◆長野県第２	
375	 龍雲寺	 様
512	 浄蓮寺	 様

◆福井県	 	
27	 竜沢寺	 様

◆富山県	
54	 大淵寺	 様

◆新潟県第１	
344	 玄徳寺	 様
350	 定光寺	 様
358	 円光寺	 様
368	 正通寺	 様
389	 雲居寺	 様
439	 林興庵	 様
445	 永林寺	 様
496	 長楽寺	 様
728	 妙喜寺	 様

◆新潟県第３	
535	 普光寺	 様
	
◆新潟県第４	
186	 竜沢寺	 様
236	 東岸寺	 様
253	 長楽寺	 様
255	 龍皐院	 様
295	 普済寺	 様
	
◆福島県	 	
2	 長楽寺	 様
43	 東禅寺	 様
46	 龍傳寺	 様
93	 長光寺	 様
94	 松蔵寺	 様
99	 茂林寺	 様
101	 成林寺	 様
104	 成願寺	 様
110	 龍徳寺	 様
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今
期
か
ら
常
設
委
員
会
と
な
り
ま

し
た
当
委
員
会
は
、『
笑
顔
の
君
と 

お

な
じ
空
を
見
上
げ
て
』の
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
基
づ
き
、
傾
聴
を
通
し
て
現
代
社

会
の
中
で
苦
悩
す
る
人
び
と
に
笑
顔

が
生
ま
れ
る
事
業
を
展
開
し
て
参
り

ま
し
た
。『
い
の
ち
の
声
に
耳
を
澄
ま

す
』
と
い
う
理
念
で
開
設
し
8
年
目

を
迎
え
る
青
年
僧
侶
に
よ
る
電
話
相

談
事
業『
観
世
ふ
ぉ
ん
』を
、
毎
週
日

曜
日
22
時
～
24
時
全
国
各
地
24
人
の

相
談
員
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
広
報

委
員
会
と
連
携
し
た
活
動
に
よ
り
相

談
件
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
か

ら
、
窓
口
を
増
設
し
年
間
約
１
５
０

件
の
様
ざ
ま
な
相
談
を
受
理
し
ま
し

た
。
若
い
女
性
か
ら
の
相
談
も
多
く

必
要
性
を
再
認
識
す
る
1
年
と
な
り

ま
し
た
。 

ま
た
1
月
に
滋
賀
県
彦
根
市
清
凉

寺
様
で
開
催
し
た
、
傾
聴
に
対
す
る

意
識
の
啓
発
を
目
的
と
す
る『
傾
聴

研
修
会
』
に
は
、
多
く
の
会
員
だ
け

で
は
な
く
、
宗
務
所
長
老
師
を
は
じ

め
と
し
た
滋
賀
県
内
御
寺
院
様
や
他

宗
派
の
青
年
僧
侶
に
も
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
耳

を
傾
け
“
聴
く
こ
と
”が
難
し
い
、
傾

聴
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
と
な

っ
た
、
研
修
会
を
通
し
て
新
た
な
気

づ
き
や
重
要
性
を
再
確
認
出
来
た
な

ど
の
感
想
や
、
定
期
的
な
開
催
を
望

む
声
も
多
く
、
参
加
者
・
講
師
を
務

め
た
電
話
相
談
員
そ
れ
ぞ
れ
に
実
り

あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

折
り
返
し
も
過
ぎ
残
り
少
な
い
任

期
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
青
年

僧
侶
が
苦
悩
す
る
人
び
と
と
ま
っ
す

ぐ
に
向
き
合
い“
聴
く
”
と
い
う
手
段

と
姿
勢
を
学
ぶ
研
修
会
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
現
代
社
会

で
今
求
め
ら
れ
て
い
る
傾
聴
の
実
践
・

新
た
な
視
点
を
委
員
と
共
に
参
究
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

四
国
地
区
曹
洞
宗
青
年
会
か
ら
前

期（
執
行
部
庶
務
）に
続
き
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
私
事
で

は
あ
り
ま
す
が
、
自
坊
で
は
2
年
前

よ
り
盆
踊
り
を
始
め
ま
し
た
。
一
か

ら
ス
タ
ー
ト
の
為
、
最
初
は
小
さ
な

輪
が
少
し
ず
つ
大
き
く
な
っ
て
い
く

事
に
、
有
難
い
ご
縁
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。
全
曹
青
で
は
全
国
各
地
の
諸

先
輩
方
始
め
、
多
く
の
方
と
出
会
い
、

た
く
さ
ん
の
研
鑽
で
き
る
機
会
を
い

た
だ
け
ま
す
事
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
有
難
い
ご
縁
の
輪

を
大
切
に
、
し
っ
か
り
と
お
話
を
聴

か
せ
て
い
た
だ
き
、
微
力
な
が
ら
精

一
杯
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

北
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
か
ら
今
期
、
初

め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
年
目
に
入
っ
た
ば
か
り
で
ま
だ
ま

だ
日
は
経
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
聴

く
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
電
話
相
談
や

傾
聴
研
修
会
等
を
通
し
て
、
僧
侶
と

し
て
の
能
力
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
話

を
聴
く
と
い
う
菩
薩
行
を
実
践
し
共

に
考
え
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

埼
玉
県
第
二
宗
務
所
青
年
会
か
ら

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

石
井
哲
臣
で
す
。
ご
縁
を
い
た
だ
き

沢
山
の
人
と
の
出
会
い
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
傾
聴
活

動
で
は
一
人
で
も
多
く
の
方
に「
話
し

を
聴
い
て
も
ら
っ
て
良
か
っ
た
」と
言

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
真
剣
に
明
る

く
笑
顔
で
空
を
見
上
げ
て
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

今
期
、
心
の
傾
聴
委
員
会
委
員
と

し
て
参
加
し
て
お
り
ま
す
橘
春
昭
と

申
し
ま
す
。
傾
聴
に
関
す
る
事
業
の

円
成
に
向
け
て
、
委
員
の
皆
様
と
手

を
取
り
合
い
、
微
力
な
が
ら
尽
く
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

心
の
傾
聴
委
員
会

紹 

介
福永剛彦
委員長

中川光真
副委員長

真如大貴
委員

橘春昭
委員

石井哲臣
委員

四国地区曹洞宗青年会

鹿児島県曹洞宗青年会

北海道第三宗務所青年会

曹洞宗埼玉県第二宗務所青年会曹洞宗鳥取県青年会
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こ
れ
ま
で
こ
の
連
載
で
は
、
第
1
回
で
述
べ
た

「
仏
の
教
え
の
何（w

hat

）
を
ど
の
よ
う
に（how
）

伝
え
、
相
手
に
と
っ
て
こ
の
教
え
が
ど
の
よ
う
に

機
能
す
る
か
？
」
の“
伝
え
方
”
に
関
し
て
記
し
て

き
た
。
し
か
し
、
同
じ
よ
う
に
伝
え
て
も
ち
ゃ
ん

と
伝
わ
る
人
と
、
そ
う
で
な
い
人
が
い
る
こ
と
は

自
明
で
あ
り
、
相
手
に
合
わ
せ
た
態
度
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
今
回

は
伝
え
る
対
象
と
な
る“
他
者
を
ど
う
理
解
す
る

か
？
”
と
い
う
点
に
つ
い
て
例
を
あ
げ
て
述
べ
て
い

き
た
い
。

　

今
年
の
5
月
21
日
付
の
毎
日
新
聞
に「
子
供
の

心
、
深
い
傷
…
乱
暴
な
言
葉
、
赤
ち
ゃ
ん
返
り
も
」

と
題
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス

を
は
じ
め
と
す
る
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
で
も
配
信
さ

れ
た
こ
と
で
、
熊
本
地
震
の
避
難
所
の
現
状
が
多

く
の
人
の
目
に
留
ま
り
話
題
と
な
っ
た
。
そ
の
記

事
は
、
地
震
発
生
か
ら
お
よ
そ
1
ヶ
月
が
経
過
し

た
熊
本
県
益ま
し
き城

町
の
避
難
所
で
、
5
時
間
ほ
ど
子

ど
も
た
ち
と
過
ご
し
た
記
者
の
体
験
を
元
に
し
て

お
り
、
あ
る
中
3
女
子
生
徒
に
背
負
わ
れ
た
小
4

女
児
が
、当
該
記
者
に「
お
い
、ク
ソ
ジ
ジ
イ
。
お
前
、

偉
そ
う
だ
な
。
偉
そ
う
に
、こ
の
オ
ッ
サ
ン
」と
い
っ

た
攻
撃
的
な
言
葉
を
延
々
と
ぶ
つ
け
て
く
る
姿
や
、

小
3
男
児
も
体
が
接
触
し
た
だ
け
な
の
に「
お
い
、

足
蹴
る
な
よ
な
。
コ
ラ
」
と
突
っ
か
か
り
、
他
の
子

に
新
聞
記
事
を
見
せ
て
い
る
と「
ジ
イ
サ
ン
、
ジ
イ

サ
ン
、
オ
ジ
サ
ン
、
オ
ジ
イ
サ
ン
。
コ
ラ
、
俺
に

も
見
せ
ろ
」
と
暴
言
を
吐
く
様
子
が
克
明
に
記
さ

れ
て
い
た
。

　

な
か
な
か
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
記
事
で
あ
る
。
被

災
地
で
の
子
ど
も
た
ち
の
そ
う
し
た
反
応
に
、
意

外
な
印
象
を
受
け
る
方
も
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

4
月
14
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
、
震
度
6
以
上

の
極
め
て
大
き
な
揺
れ
が
7
回
も
連
続
し
て
観
測

さ
れ
た
熊
本
地
震
。
特
に
記
事
の
現
場
と
な
っ
た

益
城
町
で
は
、
2
日
間
の
う
ち
に
2
度
の
震
度
7

を
経
験
す
る
な
ど
、
今
ま
で
に
な
い
事
態
に
直
面

し
た
。
震
度
７
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
耐
震
構
造

を
備
え
た
住
居
で
も
、
2
回
目
の
揺
れ
に
耐
え
ら

れ
る
よ
う
に
は
出
来
て
い
な
い
。
何
も
知
ら
ず
自

宅
に
戻
り
、
2
回
目
の
揺
れ
で
倒
壊
に
巻
き
込
ま

れ
た
方
も
お
ら
れ
、
建
物
の
中
は
信
用
で
き
な
い

と
車
中
泊
で
の
避
難
生
活
を
選
択
す
る
被
災
者
も

多
く
見
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
瞬
に
し
て
そ
れ
ま
で
の
日
常

が
失
わ
れ
、
突
如
と
し
て
不
自
由
な
生
活
が
始
ま

る
と
い
う
大
き
な
環
境
の
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
方
が
た
。
そ
ん
な
環
境
に
身
を
置
く
子
ど
も
た

ち
の
暴
言
を
我
々
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
良

い
の
だ
ろ
う
か
？

　

実
を
言
う
と
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
の
よ
う
に“
暴

言
”
と
い
う
形
で
外
向
き
に
自
己
の
心
情
を
表
現

す
る
ケ
ー
ス
は
、
生
活
の
中
で
大
き
な
負
荷
が
か

か
っ
た
人
に
お
い
て
、そ
う
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

記
事
の
中
で
は
、
保
護
さ
れ
た
被
虐
待
児
が
受
容

的
な
態
度
の
大
人（
社
会
福
祉
施
設
職
員
や
里
親
）

に
対
し
て
行
う
“
試
し
行
動
”、
つ
ま
り
「
心
に
深

い
傷
を
負
っ
て
不
安
や
恐
怖
を
抱
え
込
ん
だ
子
が
、

大
人
が
ど
こ
ま
で
許
容
す
る
の
か
を
試
す
無
意
識

の
行
動
」と
説
明
を
し
て
い
た
が
、
私
が
臨
床
心
理

士
と
し
て
専
門
に
し
て
い
る
行
動
論
の
立
場
で
は
、

こ
れ
と
は
異
な
る
説
明
の
仕
方
と
な
る
。

　

ざ
っ
く
り
言
う
と
、
そ
の
子
の
行
動
が
ど
ん
な

メ
リ
ッ
ト
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
続
け
て
い
る
の
か

分
析
す
る
の
だ
が
、
そ
の
際
、
お
お
よ
そ
問
題
行

動
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
維
持
要
因
は
、「
そ
の
行
為

の
結
果
、
他
者
の
注
目
を
獲
得
す
る（
注
目
獲
得
）」

「
そ
の
行
為
の
結
果
、自
分
の
要
求
が
通
る（
要
求
）」

「
そ
の
行
為
の
結
果
、
嫌
な
状
況
か
ら
一
時
的
に
回

避
で
き
る（
回
避
）」「
そ
の
行
為
自
体
に
有
益
な
意

味
合
い
が
生
じ
る（
自
己
刺
激
）」の
4
つ
の
機
能
で

説
明
が
つ
く
と
考
え
る
。

　

基
本
的
に
は
実
際
の
行
動
を
見
な
け
れ
ば
明
確

に
分
析
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
お
断
り
し

た
上
で
、今
回
の
記
者
に
対
す
る
子
ど
も
の“
暴
言
”

を
見
て
み
る
と
、「
注
目
獲
得
」と「
自
己
刺
激
」あ

た
り
が
機
能
し
て
い
そ
う
で
あ
る
。
前
者
は
、
注

目
を
集
め
る
こ
と
で
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
自

分
を
構
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
で
自
尊
心
が
満
た
さ

れ
、
後
者
は
、
記
事
で
専
門
医
が「
自
分
を
勇
気

づ
け
る
た
め
攻
撃
的
な
言
動
を
よ
く
取
る
」と
語
る

よ
う
に
、
自
立
し
て
強
く
生
き
抜
こ
う
と
自
分
で

自
分
を
奮
い
立
た
せ
る
意
味
合
い
が
生
じ
て
い
る
。

と
は
言
え
、
子
ど
も
た
ち
の
暴
言
が
続
け
ば
、
自

身
も
被
災
者
で
あ
る
余
裕
の
な
い
大
人
た
ち
の
イ

ラ
イ
ラ
は
さ
ら
に
増
加
し
、
双
方
に
と
っ
て
良
い

こ
と
に
な
ら
な
い
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
。
行
動
論
の
考
え

方
で
は
、
暴
言
の
代
わ
り
に
、
同
じ
機
能
を
持
っ

た
適
応
的
な
行
動
を
子
ど
も
た
ち
が
獲
得
で
き
る

よ
う
に
支
援
を
行
う
。
た
だ
、
こ
こ
で
そ
の
詳
細

を
説
明
す
る
に
は
紙
幅
が
足
ら
ず
、
今
回
の
テ
ー

マ
か
ら
も
外
れ
る
の
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

さ
て
、
暴
言
を
吐
き
つ
つ
も
、
記
者
に
甘
え
ま

と
わ
り
つ
く
子
ど
も
た
ち
。
慢
性
的
な
不
安
に
苛

ま
れ
る
と
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
に
限
ら
ず
、
誰
で

あ
っ
て
も
攻
撃
性
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
。
ゆ
え

に
、“
暴
言
”と
い
う
一
側
面
だ
け
を
見
て
、
間
違
っ

て
も
“
躾
の
な
っ
て
い
な
い
子
ど
も
”
な
ど
と
理
解

し
て
は
な
ら
な
い
。
相
手
に
伝
わ
る
言
葉
で
伝
え

る
た
め
に
は
、
関
心
を
持
っ
て
寄
り
添
い
、
色
ん

な
側
面
か
ら
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で

あ
る
。

他
者
を

ど
う
理
解
す
る
か

連
載  

伝
え
方
の
デ
ザ
イ
ン

曹
洞
宗
八
屋
山
普
門
寺
副
住
職　
　
　

吉
村
昇
洋

 
第
❹
回

酒井副会長に届いた、熊本市砂取小学校を代表した
小学４年生からの手紙
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／
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／
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創
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平
成
28
年
5
月
31
日
、
曹
洞

宗
檀
信
徒
会
館
を
会
場
に「
久

間
泰
弘
師　

正
力
松
太
郎
賞
青

年
奨
励
賞
受
賞
記
念
祝
賀
会
」

が
開
催
さ
れ
、宗
門
関
係
各
位
、

成
林
寺
様
関
係
各
位
、
青
年
宗

侶
、
関
係
団
体
か
ら
の
来
賓
各

位
を
合
わ
せ
１
０
０
人
以
上
の

方
が
集
い
、
久
間
師
の
受
賞
を
祝
う
と
と
も
に
、
活
動
を
労
わ
れ
ま
し
た
。

　

久
間
師
は
、
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
会
長
を
務
め
た
18
期
に
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
い
の
ち
の
声
に
耳
を
澄
ま
す
』を
掲
げ
た
通
り
、
苦
悩
す
る
人
び
と
の
伴

走
者
と
な
る
こ
と
を
実
践
し
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
発
災
直
後
か
ら
は
、
自
ら
の
師
寮
寺

で
あ
る
伊
達
市
成
林
寺
様
も
被
害
を
受
け
た
状
況
の
中
、
宗
門
内
外
の
仏

教
青
年
会
を
は
じ
め
、
一
般
個
人
・
団
体
を
含
む
多
く
の
方
が
た
と
協
働

し
て
復
興
支
援
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
成
林
寺
様
に
現
地
支
援
本
部

を
設
置
し
炊
き
出
し
や
傾
聴
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
平
成
25
年
に
発
足

し
た「
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
ふ
く
し
ま
」の
開
設
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

久
間
泰
弘
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
７
０（
昭
和
45
）年
生
。
曹
洞
宗
龍
徳
寺
住
職
。

　

全
国
曹
洞
宗
青
年
会
で
は
、
16
期
広
報
委
員
長
、
17
期
副
会
長
、
18
期
会
長（
平

成
21
年
5
月
～
平
成
23
年
5
月
）、
19
期
顧
問
を
歴
任
。
平
成
23
年
5
月
～
現
在
、

災
害
復
興
支
援
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。

　

平
成
25
年
5
月
～
現
在
ま
で
、曹
洞
宗
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
室
分
室
主
事
。

　

東
日
本
大
震
災
発
災
後
は
、
災
害
復
興
支
援
活
動
に
従
事
す
る
一
方
、
大
規
模

災
害
・
社
会
の
急
速
な
変
化
の
中
で
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
の
心
の

声
を
聴
く
電
話
窓
口「
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
ふ
く
し
ま
」の
開
設
に
尽
力
。
現
在
、

「
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
ふ
く
し
ま
」事
務
局
長
兼
理
事
。

　

去
る
5
月
13
日
、
島
根
県
太
田
市
、
宝
隆
寺
住
職
、
和
田
善
明
師

（
60
歳
）が
遷
化
さ
れ
た
。

　

突
然
の
悲
報
で
あ
っ
た
。
師
は
駒
沢
大
学
大
学
院
修
士
課
程
を
修

了
し
、
大
本
山
永
平
寺
に
安
居
。
そ
の
後
、
長
崎
県
の
晧
臺
寺
専
門

僧
堂
の
講
師
を
務
め
ら
れ
、
平
成
9
年
に
第
12
期
全
国
曹
洞
宗
青
年

会
副
会
長
と
し
て
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た
。

　

今
で
も
は
っ
き
り
と
記
憶
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
電
話
で
副
会
長

を
お
願
い
し
た
と
き
の
こ
と
、
電
話
の
向
こ
う
側
か
ら
瞬
時
に「
い
い

で
す
よ
、
私
で
良
け
れ
ば
」
と
返
事
を
い
た
だ
い
た
こ
と
だ
。
迷
い
の

な
い
彼
ら
し
い
受
け
答
え
に
、
私
は
信
頼
を
寄
せ
心
強
く
思
っ
た
。

　

平
成
11
年
3
月
、
北
海
道
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
禅
文
化
学
林「
青

年
僧
に
の
ぞ
む
」の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
望
ま
れ
る
パ

ネ
ラ
ー
の
一
人
と
し
て
登
壇
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
意
見
を
発
言
さ
れ

た
。
師
の
発
言
は
常
に
論
理
的
に
整
理
さ
れ
、
非
常
に
わ
か
り
や
す

く
人
に
伝
わ
っ
た
。
ま
た
一
方
で
は
欠
点
の
指
摘
に
も
厳
し
か
っ
た
。

そ
こ
に
は
師
の
培
っ
て
き
た
揺
る
ぎ
な
い
尺
度
が
あ
り
、
毅
然
と
し
た

姿
勢
が
か
え
っ
て
私
に
は
清
清
し
く
思
え
た
。
こ
こ
に
和
田
師
が
残

さ
れ
た
一
文
を
引
い
て
師
の
遺
徳
を
偲
び
た
い
。

「
法
輪
転
ず
る
と
こ
ろ
食
輪
自
ず
か
ら
転
ず
」

　

こ
れ
が
、
住
職
を
拝
命
し
て
以
来
の
私
の
信
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

生
活
よ
り
も
先
に
、
仏
法
を
行
ず
る
こ
と
を
考
え
、
教
義
を
学
び
、

教
義
を
語
り
、教
義
を
行
じ
て
い
く
僧
侶
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
12
期
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
会
長　

寿す

松ず

木き

宏
毅

和
田
善
明
師
の
遷
化
を
悼
む

（
第
12
期
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
副
会
長
）

全
曹
青
18
期
会
長 

久
間
泰
弘
師
が
、

正
力
松
太
郎
賞
青
年
奨
励
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の『
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
』１
７
４
号
で
平
成
28
年

熊
本
地
震
後
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
後
、
熊
本
県
曹
洞
宗
青
年
会
の
永
野
会
長
、
大

分
県
曹
洞
宗
青
年
会
の
楠
会
長
、
九
州
曹
洞
宗
青

年
会
の
須
川
会
長
、同
会
の
浅
岡
事
務
局
長
に
は
、

長
崎
大
会
や
炊
き
出
し
で
ご
多
忙
の
中
、
無
理
な

お
願
い
を
お
受
け
い
た
だ
き
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
曹
洞
宗
熊
本
県
第
一
宗
務
所
の
岩

崎
梅
花
主
事（
前
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
副
会
長
）

に
は
、
表
紙
な
ど
の
写
真
の
提
供
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
誌
面
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

地
元
熊
本
を
中
心
に
、九
州
各
県
の
方
が
た
が
、

ま
た
全
国
各
地
か
ら
駆
け
付
け
た
方
が
た
が
、
時

に
は
僧
侶
同
志
一
致
団
結
し
、
或
い
は
一
般
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
共
に
、
炊
き
出
し
や
瓦
礫
撤

去
な
ど
様
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
被
災
さ
れ
た
方

を
支
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
、
共
に
活

動
、
ま
た
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
広
報

誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
し
て
情
報
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
　

全
国
曹
洞
宗
青
年
会　

広
報
委
員
会
一
同

【
訂
正
】前
号（
１
７
３
号
）の
表
紙
上
部
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

誤
：
そ
う
せ
い
第
１
７
１
号
平
成
27
年
11
月

発
行
→
正
：
そ
う
せ
い
第
１
７
３
号
平
成
28

年
5
月
発
行

お
詫
び


